
別添  

＜主な検討事項の一覧＞   

●既に対応又は対応中の事項   

・厚生労働省の救急医療担当と周産期医療担当の連携強化   

・医師の手当や勤務凍境の改善等のための財政支援   

・母体搬送コーディネーターの配置への支援‘   

・出産育児一時金の引き上げ  

●平成20年度末までに検討すべき事項   

・周産期母子医療センター等の実態調査   

・周産期医療体制の整備揖針（周産期母子医療センターの指定基準を含む）の見  

直し   

一 周産期救急情報システムの改良   

・公務員である医師の兼業規程の運用について周知  

※ 周産期母子医療センター等の見直しに際しては、厚生労働科学研究班において、具  

体的な検討を行う。   

主な検討内容）周産期母子医療センターの横能の把握、再分類と指定基準、初期・二  
次周産期医療機関を含めた地域ネットワーク、周産期医療と救急医療の連  
携、周産期救急患者の病態に応じた搬送・受入基準、広域搬送、迎え搬送、  

三角搬送、戻り搬送、医師・看護師の行う新生児緊急搬送、コーディネー  
ター、搬送・受入の迅速化・円滑化の方策、情報公開のあり方等  

●平成21年度以降に検討すべき事項   

・医療計画の基本方針の見直し   

・NICUの整備への支援   

・GCUや一般小児病床等の手厚い看護職員配置など対応能力の強化の方策   

・重症心身障害児施設等の後方病床及び短期入所並びに重症心身障害児が入院で  

きる小児病床の整備への支援   

・重症心身障害児の在宅療養の支援   

・周産期医療対策事業の見直し   

・周産期救急患者の病態に応じた搬送・受入基準の作成   

・必要に応じ県境を越えた救急搬送ネットワークの構築   

・搬送元医療機関等に搬送する体制（戻り搬送）の促進   

・新生児科の横棒や専門医の広告の許可   

・周産期母子医療センターの評価の仕組み   

・地域住民の主体的な取り組みに対する支援   

・救急搬送の実態把握   

・財政支援や診療報酬上の措置等  
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別添2  

周産期医療体制整備指針  

第1 総論的事項  

1 周産期医療体制整備の趣旨  

厚生労働省において周産期医療対策事業の充実を図るとともに、都道府県において、医療  

関係者等の協力の下に、地域の実情に即し、限られた資源を有効に生かしながら、総合周産  

期母子医療センター、地域周産期母子医療センターその他の地域における周産期医療に関連  

する病院、診療所及び助産所（以下「地域周産期医療関連施設」という。）を整備するなど、  

将来を見据えた周産期医療体制の整備を図ることにより、地域における周産期医療の適切な  

提供を図るものである。  

なお、本指針の「周産期医療」とは、基本的にはハイリスク妊産婦の妊娠・分娩管理そ  

の他の産科医療及びハイリスク新生児の集中治療管理その他の新生児医療をいう。   

2 周産期医療体制整備の位置付け及び性格   

（1）周産期医療体制の整備は、母子保健法（昭和40年法律第141号）第20条の2に規  

定する医療施設の整備及び医療法（昭和23年法律第205号）第30条の4第2項第5  

号こに規定する周産期医療の確保に必要な事業の一環として位置付けられるものである。   

（2）周産期医療体制は、充実した周産期医療に対する需要の増加に対応するため、都道府県  

において、地域の実情に応じ、保健医煉関係機関・団体の合意に基づきその基本的方向を  

定めた上で、周産期に係る保健医療の総合的なサービスを提供するものとして整備される  

必要がある。   

3 都道府県における周産期医療体制の整備   

（1）周産期医療協議会  

ア 周産期医療協議会の設置  

都道府県は、周産期医療体制の整備に関する協議を行うため、周産期医療体制を整備・  

推進する上で重要な関係を有する者を構成員として、周産期医療協議会を設置するもの  

とする。  

周産期医療体制を整備・推進する上で重要な関係を有する者とは、例えば、保健医療  

関係機関・団体の代表、地域の中核となる総合周産期母子医療センター等の医療従事者、  

医育機関関係者、消防関係者、学識経験者、都道府県・市町村の代表等のことをいうも  

のである。  

イ 協議事項  

（ア）周産期医療協議会は、次に掲げる事項について協議するものとする。  

① 周産期医療体制に係る調査分析に関する事項  

② 周産期医療体制整備計画に関する事項  

③ 母体及び新生児の搬送及び受入れ（県域を越えた搬送及び受入れを含む。）に関  

する事項  

④ 総合周産期母子医療センター及び地域周産期母子医療センターに関する事項  

⑤ 周産期医療情報センター（周産期救急情報システムを含む。）に関する事項  

⑥ 搬送コーディネーターに関する事項  

⑦ 地域周産期医療関連施設等の周産期医療関係者に対する研修に関する事項  

⑧ その他周産期医療体制の整備に閲し必要な事項  
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（イ）（ア）の③に掲げる事項については、周産期医療協議会と都道府県救急医療対策協  

議会、メディカルコントロール協議会等とが連携し、地域の実情に応じた産科合併  

症以外の合併症を有する母体の搬送及び受入れの実施に関する基準等を協議するも  

のとする。また、この内容について、都道府県は住民に対して情報提供を行うもの  

とする。   

ウ 都道府県医療審議会等との連携  

周産期医療協議会については、医療法第71条の2第1項に規定する都道府県医療審  

議会又は同法第30条の12第1項に規定する都道府県医療対策協議会の作業部会とし  

て位置付けるなど、都道府県医療審議会及び都道府県医療対策協議会と密接な連携を図  

るものとする。  

（2）周産期医療体制に係る調査分析  

都道府県は、アに掲げる事項について調査し、この調査結果に基づき、イに掲げる事項   

について研究を行うことが望ましい。また、この調査及び研究の結果について、都道府県   

は、住民に公表するとともに、周産期医療協議会に報告し、周産期医療体制の整備に係る   

検討に活用するものとする。   

ア 調査事項   

（ア）母子保健関連指標（必要に応じ妊娠週数別）  

・出生数  

・分娩数（帝王切開件数を含む。）  

・低出生体重児出生率  

・新生児死亡率  

・周産期死亡率  

・妊産婦死亡率  

・周産期関連疾患患者数と発生率  

・ハイリスク新生児の発育発達予後 等   

（イ）医療資源・連携等に関する情報  

① 母体及び新生児の搬送及び受入れの状況  

・母体及び新生児の搬送状況（救急車出動件数、医療施設への照会回数、搬送に  

要した時間、小児科医同乗数、ドクターカー及びドクターヘリの活用状況等）  

・母体及び新生児の受入状況（受入要請数、受入実施件数、受入不能件数及びそ  

の理由等）  

・周産期救急情報システム及び救急医療情報システムの活用状況  

・搬送コーディネーターの活動状況及び勤務体制 等  

② 総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センターその他の各地域周  

産期医療関連施設の状況  

・所在地、診療科目、病床数・稼働率等  

・設備（母体・胎児集中治療管理室（以下「MFICU」という。）の病床数・  

稼働率、新生児集中治療管理室（以下「NICU」という。）の病床数・稼働  

率、NICUに併設された回復期治療室（以下「GCU」という。）の病床数・  

稼働率、ドクターカーの保有状況等）  

・院内助産所及び助産師外来の活動状況等  
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・診療内容（分娩数、対応可能な分娩（母休・胎児の条件等）、診療実績（周産  

期関連疾患患者の入院数、死亡率、合併症発生率等）等）  

・診療体制（産科医及び産婦人科医、新生児医療を担当する医師、麻酔科医、助  

産師、看護師、臨床心理士等の臨床心理技術者、NICU入院児支援コーディ  

ネーター等の数及び勤務体制等）  

・医療連携の状況（他の医療施設からの搬送受入状況、リスクの低い帝王切開術  

に対応するための連携状況、オープンシステム・セミオープンシステムの状況、  

医療機器共同利用の状況、他の医療施設との診療情報や治療計画の共有状況、  

他の医療施設との合同症例検討会の開催状況、在宅療養・療育を支援する機能  

を持った施設等との連携状況等）  

・NICU、GCU等の長期入院児の状況  

・ハイリスク新生児の長期発育発達予後 等   

（ウ）その他周産期医療体制の整備に関し必要な事項   

イ 研究事項   

（ア）母体及び新生児の搬送及び受入れ（県域を越えた搬送及び受入れを含む。）に関す  

る現在の問題点並びに改善策   

（イ）周産期救急情報システムの効果的な活用方法及び周産期救急情報システムと救急  

医療情報システムとの連携方法   

（ウ）産科合併症以外の合併症を有する母体への救急医療等における周産期医療に関す  

る診療科間の連携体制   

（ェ）周産期医療に関する医療圏間の連携体制（県域を越えた広域の連携体制を含む。）   

（オ）地域周産期医療関連施設等の周産期医療関係者に対する効果的な研修   

（カ）その他周産期医療体制の整備に関し必要な事項  

（3）周産期医療体制整備計画   

ア 周産期医療体制整備計画の策定  

都道府県は、周産期医療協議会の意見を聴いて、周産期医療体制整備計画を策定する  

ものとする。  

周産期医療体制整備計画は医療法第30条の4第1項に規定する医療計画の一部とし  

て定めることができるものとする。この場合においては、医療計画に、周産期医療体制  

に関する基本的な内容を記載した上で、個別具体的な内容は周産期医療体制整備計画に  

定める旨を記載することとし、当該医療計画を受けた周産期医療体制に関する個別具体  

的な内容を周産期医療体制整備計画に定めるものとする。  

都道府県は、周産期医療体制整備計画を策定したときは、遅滞なく厚生労働省に提出  

するものとする。   

イ 周産期医療体制整備計画の内容  

周産期医療体制整備計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。また、周  

産期医療体制整備計画には、現在の医療資源を踏まえた内容とともに、中長期的な観点  

から、地域の医療需要に見合う十分な医療を提供することを目標とした医療施設や医療  

従事者に関する整備・確保方針を盛り込むものとする。   

（ア）総合周産期母子医療センターの設置数及び設置施設並びに各センターの診療機能、  

病床数（そのうちMFICU、NICU及びGCUの各病床数）及び確保すべき医療  
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従事者   

（イ）地域周産期母子医療センターの設置数及び設置施設並びに各センターの診療機能、  

病床数（そのうちMFICU、NICU及びGCUの各病床数）及び確保すべき医療  

従事者   

（ウ）地域周産期医療関連施設（総合周産期母子医療センター及び地域周産期母子医療セ  

ンターを除く。）の施設数並びに各施設の診療機能、病床数及び確保すべき医療従事者   

（エ）母体及び新生児の搬送及び受入れ（県域を越えた搬送及び受入れを含む。）を円滑  

に行うための総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センターその他の  

地域周産期医療関連施設、救命救急センター等の連携体制   

（オ）周産期医療情報センター（周産期救急情報システムを含む。）の機能及び体制   

（カ）搬送コーディネーターの機能及び体制   

（キ）地域周産期医療関連施設等の周産期医療関係者に対する研修の対象及び内容   

（ク）その他周産期医療体制の整備に関し必要な事項   

ウ 留意事項   

（ア）NICUの整備  

低出生体重児の増加等によって、NICUの病床数が不足傾向にあることから、都  

道府県は、出生1万人対25床から30床を目標として、地域の実情に応じたNIC  

Uの整備を進めるものとするご   

（イ）NICUを退院した児童が生活の場で療育・療養できる環境の整備  

NICUに長期入院している児童に対し、一人一人の児童にふさわしい療育・療養  

環境を確保するため、都道府県は、地域の実情に応じ、GCU、重症児に対応できる  

一般小児科病床、重症心身障害児施設等の整備を図るものとする。また、在宅の重症  

児の療育・療養を支援するため、訪問看護やレスパイト入院等の支援が効果的に実施  

される体制の整備を図るものとする。  

（4）総合周産期母子医療センター及び地域周産期母子医療センター   

ア 指定及び認定  

都道府県は、周産期医療体制整備計画を踏まえ、第2の1に定める機能、診療科目、  

設備等を有する医療施設を総合周産期母子医療センターとして指定するものとする。ま  

た、都道府県は、第2の2に定める機能、診療科目、設備等を有する医療施設を地域周  

産期母子医療センターとして認定するものとする。   

イ 支援及び指導  

総合周産期母子医療センター及び地域周産期母子医療センターは、本指針の定める機  

能、診療科目、設備等を満たさなくなった場合は、その旨を速やかに都道府県に報告す  

るものとし、当該報告を受けた都道府県は、当該医療施設に対して適切な支援及び指導  

を行うものとする。   

ウ 指定及び認定の取消し  

イに定める都道府県による支援及び指導が実施された後も総合周産期母子医療センタ  

ー又は地域周産期母子医療センターが改善しない場合は、都道府県は、当該医療施設の  

総合周産期母子医療センターの指定又は地域周産期母子医療センターの認定を取り消す  

ことができるものとする。  

（5）周産期医療体制整備計画の推進  
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都道府県は、次に掲げる事項に留意しながら、周産期医療体制整備計画を推進するもの  

とする。  

ア 適切な条件整備  

都道府県は、周産期医療体制整備計画の推進に当たっては、医療施設の整備、医療従  

事者の養成、関係団体との連携・協力、財政的な支援等の条件整備に十分留意するもの  

とする。  

イ 医療施設間の機能分担及び連携  

都道府県は、オープンシステム・セミオープンシステム等を活用し、総合周産期母子  

医療センター、地域周産期母子医療センターその他の地域周産期医療関連施設等の間の  

緊密な連携を図ることにより、各施設の果たしている機能に応じて適切な医療が提供さ  

れるよう配慮するものとする。特に、総合周産期母子医療センターの負担軽減と必要な  

空床の確保を図るため、総合周産期母子医療センターの受け入れた母体及び新生児の状  

態が改善した際に、当該母体及び新生児を地域周産期母子医療センターその他の地域周  

産期医療関連施設等が受け入れる体制の確保を図るものとする。  

ウ 近隣の都道府県等との連携  

都道府県は、母体及び新生児の搬送及び受入れの状況を踏まえ、近隣の都道府県等と  

の広域搬送・相互支援体制の構築等、県域を越えた母体及び新生児の搬送及び受入れが  

円滑に行われるための措置を講ずるものとする。  

なお、この場合においては、切迫早産の治療が継続するときは母体の戻り搬送が必要  

となること、新生児は、家族が児に接する機会を増やすため、戻り搬送の必要性が高い  

ことに配慮する必要がある。  

エ 関連施策との連携  

都道府県は、周産期医療体制整備計画の推進に当たっては、医療従事者の確保、救急  

医療、母子保健、児童福祉その他周産期医療と密接な関連を有する施策との連携を図る  

よう配慮するものとする。  

オ 輸血の確保  

都道府県は、周産期医療体制整備計画の推進に当たっては、地域の関係機関との連携  

を図り、血′」、板等輸血用血液製剤が緊急時の大量使用の場合も含め安定的に供給される  

よう努めなければならない。   

（6）周産期医療体制整備計画の見直し  

周産期医療体制整備計画については、おおむね5年ごとに調査、分析及び評価を行い、  

必要があると認める場合には、周産期医療体制整備計画を変更するものとする。  

第2 各論的事項  

1 総合周産期母子医療センター   

（1）機能  

ア 総合周産期母子医療センターは、相当規模のMFICUを含む産科病棟及びNICU  

を含む新生児病棟を備え、常時の母体及び新生児搬送受入体制を有し、合併症妊娠（重  

症妊娠高血圧症候群、切迫早産等）、胎児・新生児異常（超低出生体重児、先天異常児等）  

等母体又は児におけるリスクの高い妊娠に対する医療、高度な新生児医療等の周産期医  

療を行うことができるとともに、必要に応じて当該施設の関係診療科又は他の施設と連  

携し、産科合併症以外の合併症（脳血管障害、心疾患、敗血症、外傷等）を有する母体  
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に対応することができる医療施設を都道府県が指定するものである。   

イ 総合周産期母子医療センターは、地域周産期医療関連施設等からの救急搬送を受け入  

れるなど、周産期医療体制の中核として地域周産期母子医療センターその他の地域周産  

期医療関連施設等との連携を図るものとする。  

（2）整備内容   

ア 施設数  

総合周産期母子医療センターは、原則として、三次医療圏に一か啓整備するものとす  

る。  

ただし、都道府県の面積、人口、地勢、交通事情、周産期受療状況及び地域周産期医  

療関連施設の所在等を考慮し、三次医療圏に複数設置することができるものとする。な  

お、三次医療圏に総合周産期母子医療センターを複数設置する場合は、周産期医療情報  

センター等に母体搬送及び新生児搬送の調整等を行う搬送コーディネーターを配置する  

等により、母休及び新生児の円滑な搬送及び受入れに留意するものとする。   

イ 診療科日  

給合周産期母子医療センターは、産科及び新生児医療を専門とする小児科（MFIC  

U及びNICUを有するものに限る。）、麻酔科その他の関係診療科を有するものとする。   

ウ 関係診療科との連携  

総合周産期母子医療センターは、当該施設の関係診療科と日頃から緊密な連携を図る  

ものとする。  

総合周産期母子医療センターを設置する医療施設が救命救急センターを設置している  

場合又は救命救急センターと同等の機能を有する場合（救急科、脳神経外科、心臓血管  

外科又は循環器内科、放射線科、内科、外科等を有することをいう。）は、都道府県は、  

その旨を医療計画及び周産期医療体制整備計画に記載し、関係者及び住民に情報提供す  

るものとする。また、総合周産期母子医療センターを設置する医療施設が救命救急セン  

ターを設置していない場合又は救命救急センターと同等の機能を有していない場合は、  

都道府県は、当該施設で対応できない母体及び新生児の疾患並びに当該疾患について連  

携して対応する協力医療施設を医療計画及び周産期医療体制整備計画に記載し、関係者  

及び住民に情報提供するものとする。   

エ 設備等  

総合周産期母子医療センターは、次に掲げる設備等を備えるものとする。   

（ア）MFICU  

MFICUには、次に掲げる設備を備えるものとする。なお、MFICUは、必要  

に応じ個室とするものとする。  

① 分娩監視装置  

② 呼吸循環監視装置  

③ 超音波診断装置（カラードップラ一機能を有するものに限る。）  

④ その他母体・胎児集中治療に必要な設備   

（イ）NICU  

NICUには、次に掲げる設備を備えるものとする。  

① 新生児用呼吸循環監視装置  

② 新生児用人工換気装置  
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③ 超音波診断装置（カラードップラ一機能を有するものに限る。）  

④ 新生児搬送用保育器  

⑤ その他新生児集中治療に必要な設備   

（ウ）GCU  

GCUには、NICUから退出した児並びに輸液、酸素投与等の処置及び心拍呼吸  

監視装置の使用を必要とする新生児の治療に必要な設備を備えるものとする。   

（ェ）新生児と家族の愛着形成を支援するための設備  

新生児と家族の愛着形成を支援するため、長期間入院する新生児を家族が安心し  

て見守れるよう、NICU、GCU等への入室面会及び母乳保育を行うための設備、  

家族宿泊設備等を備えることが望ましい。   

（オ）ドクターカー  

医師の監視の下に母体又は新生児を搬送するために必要な患者監視装置、人工呼吸  

器等の医療機器を搭載した周産期医療に利用し得るドクターカーを必要に応じ整備す  

るものとする。   

（カ）検査機能  

血液一般検査、血液凝固系検査、生化学一般検査、血液ガス検査、輸血用検査、エ  

ックス線検査、超音波診断装置（カラードップラ一機能を有するものに限る。）による  

検査及び分娩監視装置による連続的な監視が常時可能であるものとする。  

（3）病床数   

ア MFICU及びNICUの病床数は、都道府県の人口や当該施設の過去の患者受入実  

績等に応じ、総合周産期母子医療センターとしての医療の質を確保するために適切な病  

床数とすることを基本とし、MFICUの病床数は6床以上、NICUの病床数は9床  

以上（12床以上とすることが望ましい。）とする。  

ただし、平成22年3月31日に現に指定されている総合周産期母子医療センターに  

ついては、三次医療圏の人口がおおむね100万人以下の地域に設置されている場合に  

あっては、当分の間、MFICUの病床数は3床以上、NICUの病床数は6床以上で  

差し支えないものとする。  

なお、両室の病床数については、以下のとおり取り扱うものとする。   

（ア）MFICUの病床数は、これと同等の機能を有する陣痛室の病床を含めて算定して  

差し支えない。ただし、この場合においては、陣痛室以外のMFICUの病床数は6  

床を下回ることができない。   

（イ）NICUの病床数は、新生児用人工換気装置を有する病床について算定するものと  

する。   

イ MFICUの後方病室（一般産科病床等）は、MFICUの2倍以上の病床数を有す  

ることが望ましい。   

ウ GCUは、NICUの2倍以上の病床数を有することが望ましい。  

（4）職員  

総合周産期母子医療センターは、次に掲げる職員をはじめとして適切な勤務体制を維持   

する上で必要な数の職員の確保に努めるものとする。なお、総合周産期母子医療センター   

が必要な数の職員を確保できない場合には、都道府県は、当該医療施設に対する適切な支   

援及び指導を行うものとする。  
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ア MFICU   

（ア）24時間体制で産科を担当する複数（病床数が6床以下であって別途オンコールに  

よる対応ができる者が確保されている場合にあっては1名）の医師が勤務しているこ  

と。   

（イ）MFICUの全病床を通じて常時3床に1名の助産師又は看護師が勤務しているこ  

と。  

イ NICU   

（ア）24時間体制で新生児医療を担当する医師が勤務していること。なお、NICUの  

病床数が16床以上である場合は、24時間体制で新生児医療を担当する複数の医師  

が勤務していることが望ましい。   

（イ）常時3床に1名の看護師が勤務していること。   

（ウ）臨床心理士等の臨床心理技術者を配置すること。  

ウ GCU  

常時6床に1名の看護師が勤務していること。  

エ 分娩室  

原則として、助産師及び看護師が病棟とは独立して勤務していること。ただし、MF  

ICUの勤務を■兼ねることは差し支えない。  

オ 麻酔科医  

麻酔科医を配置すること。  

カ NICU入院児支援コーディネーター  

NICU、GCU等に長期入院している児童について、その状態に応じた望ましい療  

育・療養環境への円滑な移行を図るため、新生児医療、地域の医療施設、訪問看護ステ  

ーション、療育施設・福祉施設、在宅医療・福祉サービス等に精通した看護師、社会福  

祉士等を次に掲げる業務を行うNICU入院児支援コーディネーターとして配置するこ  

とが望ましい。   

（ア）NICU、GCU等の長期入院児の状況把握   

（イ）望ましい移行先（他医療施設、療育施設・福祉施設、在宅等）との連携及び調整   

（ウ）在宅等への移行に際する個々の家族のニードに合わせた支援プログラムの作成並び  

に医療的・福祉的環境の調整及び支援   

（ェ）その他望ましい療育・療養環境への移行に必要な事項  

（5）連携機能  

総合周産期母子医療センターは、オープンシステム・セミオープンシステム等の活用、   

救急搬送の受入れ、合同症例検討会の開催等により、地域周産期母子医療センターその他   

の地域周産期医療関連施設等と連携を図るものとする。  

2 地域周産期母子医療センター  

（1）機能   

ア 地域周産期母子医療センターは、産科及び小児科（新生児医療を担当するもの）等を  

備え、周産期に係る比較的高度な医療行為を行うことができる医療施設を都道府県が認  

定するものである。ただし、NICUを備える小児専門病院等であって、都道府県が適  

当と認める医療施設については、産科を備えていないものであっても、地域周産期母子  

医療センターとして認定することができるものとする。  
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イ 地域周産期母子医療センターは、地域周産期医療関連施設等からの救急搬送や総合周  

産期母子医療センターからの戻り搬送を受け入れるなど、総合周産期母子医療センター  

その他の地域周産期医療関連施設等との連携を図るものとする。   

ウ 都道府県は、各地域周産期母子医療センターにおいて設定された提供可能な新生児医  

療の水準について、医療計画及び周産期医療体制整備計画に明記するなどにより、関係  

者及び住民に情報提供するものとする。  

（2）整備内容   

ア 施設数  

地域周産期母子医療センターは、総合周産期母子医療センター1か所に対して数か所  

の割合で整備するものとし、1つ又は複数の二次医療圏に1か所又は必要に応じそれ以  

上整備することが望ましい。   

イ 診療科目  

地域周産期母子医療センターは、産科及び小児科（新生児医療を担当するもの）を有  

するものとし、麻酔科その他関連診療科を有することが望ましい。ただし、NICUを  

備える′ト児専門病院等であって、都道府県が適当と認める医療施設については、産科を  

有していなくても差し支えないものとする。   

ウ 設備  

地域周産期母子医療センターは、次に掲げる設備を備えるものとする。   

（ア）産科を有する場合は、次に掲げる設備を備えることが望ましい。  

（∋ 緊急帝王切開術等の実施に必要な医療機器  

② 分娩監視装置  

③ 超音波診断装置（カラードップラ一機能を有するものに限る。）  

（彰 微量輸液装置  

⑤ その他産科医療に必要な設備   

（イ）小児科等には新生児病室を有し、次に掲げる設備を備えるNICUを設けることが  

望ましい。  

（か 新生児用呼吸循環監視装置  

② 新生児用人工換気装置  

③ 保育器  

④ その他新生児集中治療に必要な設備  

（3）職員  

地域周産期母子医療センターは、次に掲げる職員を配置することが望ましい。   

ア 小児科（新生児医療を担当するもの）については、24時間体制を確保するために必  

要な職員   

イ 産科を有する場合は、帝王切開術が必要な場合に迅速（おおむね30分以内）に手術  

への対応が可能となるような医師（麻酔科医を含む。）及びその他の各種職員   

ウ 新生児病室については、次に掲げる職員   

（ア）24時間体制で病院内に小児科を担当する医師が勤務していること。   

（イ）各地域周産期母子医療センターにおいて設定した水準の新生児医療を提供するため  

に必要な看護師が適当数勤務していること。   

（ウ）臨床心理士等の臨床心理技術者を配置すること。  

－270－   



（4）連携機能  

地域周産期母子医療センターは、総合周産期母子医療センターからの戻り搬送の受入れ、  

オープンシステム・セミオープンシステム等の活用、合同症例検討会の開催等により、総   

合周産期母子医療センターその他の地域周産期医療関連施設等と連携を図るものとする。  

3 周産期医療情報センター  

（1）周産期医療情報センターの設置  

都道府県は、総合周産期母子医療センター等に周産期医療情報センターを設置するもの  

とする。  

（2）周産期救急情報システムの運営   

ア 周産期医療情報センターは、総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療セン  

ターその他の地域周産期医療関連施設等と通信回線等を接続し、周産期救急情報システ  

ムを運営するものとする。   

イ 周産期医療情報センターは、次に掲げる情報を収集し、関係者に提供するものとする。   

（ア）周産期医療に関する診療科別医師の存否及び勤務状況   

（イ）病床の空床状況   

（ウ）手術、検査及び処置の可否   

（ェ）重症例の受入れ可能状況   

（オ）救急搬送に同行する医師の存否   

（カ）その他地域の周産期医療の提供に関し必要な事項  

ウ 情報収集・提供の方法  

周産期医療情報センターは、電話、FAX、コンピューター等適切な方法により情報  

を収集し、関係者に提供するものとする。   

エ 救急医療情報システムとの連携  

周産期救急情報システムについては、救急医療情報システムとの一体的連用や相互の  

情報参照等により、救急医療情報システムと連携を図るものとする。また、周産期救急  

情報システムと救急医療情報システムを連携させることにより、総合周産期母子医療セ  

ンター、地域周産期母子医療センターその他の地域周産期医療関連施設、救命救急セン  

ター、消防機関等が情報を共有できる体制を整備することが望ましい。  

4 搬送コーディネーター   

都道府県は、周産期医療情報センター、救急医療情報センター等に、次に掲げる業務を行   

う搬送コーディネーターを配置することが望ましい。  

（1）医療施設又は消防機関から、母休又は新生児の受入医療施設の調整の要請を受け、受入   

医療施設の選定、確認及び回答を行うこと。  

（2）医療施設から情報を積極的に収集し、情報を更新するなど、周産期救急情報システムの   

活用推進に努めること。  

（3）必要に応じて、住民に医療施設の情報提供を行うこと。  

（4）その他母体及び新生児の搬送及び受入れに閲し必要な事項  

5 周産期医療関係者に対する研修   

都道府県は、地域周産期医療関連施設等の医師、助産師、看護師、搬送コーディネーター、   

NICU入院児支援コーディネーター等に対し、地域の保健医療関係機関・団体等と連携し、  

総合周産期母子医療センター等において、必要な専門的・基礎的知識及び技術を習得させる  

，
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ため、到達目標を定め、研修を行うものとする。  

（1）到達目標の例   

ア 周産期医療に必要とされる基本的な知識及び技術の習得   

イ 緊急を要する母体及び新生児に対する的確な判断力及び高度な技術の習得  

（2）研修内容の例   

ア 産科   

（ア）胎児及び母体の状況の適切な把握と迅速な対応   

（イ）産科ショックとその対策   

（ウ）妊産婦死亡とその防止対策   

（ェ）帝王切開の問題点   

イ 新生児医療   

（ア）ハイリスク新生児の医療提供体制   

（イ）新生児関連統計・疫学データ   

（ウ）新生児搬送の適応   

（エ）新生児蘇生法   

（オ）ハイリスク新生児の迅速な診断   

（カ）新生児管理の実際   

（キ）退院後の保健指導、フォローアップ実施方法等   

ウ その他   

（ア）救急患者の緊急度の判断、救急患者の搬送及び受入ルール等   

（イ）他の診療科との合同の症例検討会等  
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け
、
防
除
又
は
収
穫
と
す
る
．
 
 

附
 
則
 
 

1
 
こ
の
告
示
は
、
次
の
各
号
に
拘
げ
る
区
分
に
応
じ
、
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
当
紘
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 

一
次
項
の
規
定
 
公
布
の
日
 
 
 

二
 
木
則
第
二
号
の
規
定
 
平
成
こ
十
二
年
八
月
一
日
 
 
 

三
 
木
則
由
一
号
の
成
定
 
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
 
 

2
 
平
成
十
八
年
般
麻
水
産
省
告
示
第
千
l
ニ
百
十
一
号
 
 
 

へ
砂
地
及
び
で
ん
粉
の
斬
格
調
盤
に
間
す
る
法
細
胞
待
 
 
 

規
則
諦
十
九
免
訴
二
号
イ
㈲
及
び
第
四
十
三
条
第
二
号
 
 
 

イ
槻
の
膿
純
水
正
大
臣
が
定
め
る
基
幹
的
な
作
業
を
定
 
 
 

め
る
件
）
 
は
、
廃
止
す
る
．
 
 

3
 
前
項
の
脱
走
に
よ
る
舵
止
肋
の
平
成
十
八
年
搬
鵬
水
 
 
 

産
省
佐
奈
第
千
t
ニ
首
十
一
号
（
以
下
「
旧
告
示
」
と
い
 
 
 

う
J
第
一
号
の
規
定
は
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
 
 
 

で
の
㈹
、
旧
告
示
第
二
卑
の
規
定
は
平
成
二
十
二
年
七
 
 
 

月
三
十
一
日
ま
で
の
問
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
．
 
 

産
科
合
併
症
以
外
の
合
併
症
を
有
す
る
母
体
に
対
 
 

す
る
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
総
合
周
逓
用
件
子
医
 
 
 

療
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
糊
座
州
医
療
と
救
命
救
急
セ
 
 

ン
タ
ー
等
に
よ
る
救
急
医
療
と
の
迎
携
体
制
産
地
保
 
 

す
る
こ
と
が
皿
婆
で
あ
る
．
 
 
 

折
田
の
二
2
輌
中
「
確
保
す
昂
こ
と
や
」
の
下
に
 
「
舷
 
 

科
合
併
症
以
外
の
合
併
症
を
有
す
る
母
体
に
適
切
に
対
応
 
 

す
る
た
め
の
」
 
を
加
え
る
．
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21．NICU等長期入院児数等について  

現在の入院先  長期入院児総数＊   退院可能な長期入院児の望ましい移行先  既存資源を活用した移行児i見込数  不足している病床数   

G   C   U   【100％】  G  C  U  2名   【100％】  G  C  U  0床   【0％】  
（，  

小 児科病 床   【－00％】  小児科病床  9名   【56％】  小児科病床  5床   【31％】  
（，  

NIC U   62名  福 祉 施 投   【100％】  福 祉 施 設  4名   【18％】  福祉施投  10床   【45％】  
（，  

在  宅   【－00％】  在  
（1，  

宅  6名   【60％】  

小  計  （， 【100％】  小  計  21名  【42％】  小  計  15床  【30％】   

小児科病床   ・－00％】  小児科病床  8名   【32％】  小児科病床  2床   【8％】  
（，  

福 祉 施 設  （， 【100％】  福 祉 施 設  9名   【19％】  福祉施投  14床  【29％】  

G C U   127名  

在  宅  （霊気，【100％】  在  宅  21名  【70％】  

小  計  （去？ヲ荒，‥00％】  小  計  38名  【37％】  小  計  16床  【16％】   

G   C   U   【－00％】  G  C  U  2名   【100％】  G  C  U  0床   【0％】  
（，  

小 児科 病 床   【100％】  小児科病床  17名  【41％】  小児科病床  7床   【17％】  
（，  

計   189名  福 祉 施 投   【100％】  福 祉 施 設  13名   【19％】  福祉施設  24床   【34％】  
（1  

在  宅   
（， 

‥00％】  在  宅  27名   【6鍋】  

小  
計  （去〒ヲ孟）【－00％】  小  

暑十  59名  【39％】  小  計  31床  【20％】   

－
N
｝
∽
－
 
 

＊通知においては、原則として、NICU等に1年以上入院している児童を把握の対象とするが、必要に応じ1年未満でも一定期間（例えば、90日以  
上、半年以上等）入院している児童も対象としても差し支えないとしている。  

※「新生児集中治療管理室等に長期入院している児童に対する適切な療養・療育環境の確保等の取組について」（平成19年12月26日付け医政発  
第1226006号■雇児発第1226004号・社援発案1226002号・保発第1226001号）に対して情報提供のあった44都府県の状況を取りまとめたもの  

＿1  ／1  
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平成21年7月8日  

厚生労働省医政局指導課  
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3．急性期の集中治療・専門的医療を担う体制の整備  

・「超急性期」を脱した小児救急患者に「急性期」の集中治療・専門的医療を提供する 敷漁集製造療塞馳媛が必要  

り小児の救命救急医療及び集中治療を担う医師及び看護師を養成  

・地域全体で、病院前救護から、「超急性期」「急性期」を経て、在宅医療を含む「慢性期」にいたるまでの医療提供体制を一体的に壷備   



23． 小児救急t桔相談事業実施状況  
（平成21年12月1日1柱）   

小児救急t話相談連絡先  実施時間蕎  

＃80  ●し＝＝ ♯帯t静から  休日（土曜日含む）   
儀l＋＝考  

・ダイヤル回■債用可）   
のt用可否   

t北 海 遭  ○  ○  01ト232－1599  柑：∝） － 23：∝〉  19：∝） － 2ユ：00   休日は土■日のみ可   

2書   森  （⊃  ○  017－722－1】52  19：∝） － 22：30  

3岩   手  ○  ○  019－605－90（氾  19：∝） － 23：00  柑：∝） － 23：00   ■lll■対応   

ヰ宮   城  ○  ○  022－212－9390  柑：00 ～ 23：00  19：∝） － 23：00  

5秋    田  ○  ○  018－884－3373  19：30 － 22：30  柑：30 － 22：30  

6山    形  ○  ○  023－633－■299  19：00 ■－ 22：0（I  柑：00 ■－ 22：00  

7稽   ■  ○  ○  024－521－3乃0  19：∝l一 空■8：00  柑：∝） 一 里■8：（氾  

9：00－1  

8茨   城  ○  ○  029－254－9900  18：30 － 23：30   18：30－2   
18：30 ■－ 2  30   

9栃   木  ○  （⊃  028－6∞・－0099  19：00 － 23：∝l  柑：∝） － 23：00   ■l暮■対応   

10群   ■  0  （⊃  19：（粕 －  0：00  9ニ00  －  0  α）  一休B（土■日食む）】1■の下段は土l■日  
柑：00 －  0  00  の舞▲■M   

11埼   玉  ○  ○  0」柑－833－7911  柑二00 ■－ 23：00  9：00  － 2  00  r休日（土■日青む＝■の下線l士土■日       柑：∝） ～ 2  00  の★▲■憫   

12干   葉  ○  ○  043－242－9939  柑：00 ■－ 22：00  柑：∝l － 22：00  

13大  京  ○  ○  03－5285－8898  17二00 ・－ 22：00  9：00 ■－ 1丁：00  

14神 奈 川  ○  ○  045－722－8000  18：00 ・－ 22：00  柑：00 ・－ 22：00  

15新   潟  ○  （⊃  025－288－2525  19：00 － 22：00  

18冨    山  ○  ○  076一棚－1099  lll    二∴＝！l▲l  柑：00 「翌■○：抑  

17石    川  ○  ○  076－238－－0099  18：00 － 23：∝I  18：00 ■－ 23：00  

18福   井  ○  ○  0776－25－9955  19：00 － 23：00  19：00 ・－ 23：00  

柑山    梨  ○  0  055－226－3369  柑：00 ー 23：00  19二00 － 23：00  

20長  野  ○  ○  0263－72－2000  柑ニ00 － 23：∝l  柑：00 ・－ 23：00  

21せ   阜  ○  ○  058－2桐柑9  19：α） － 23：∝l  9：00  ～ 23  ∝）  「休日（土■8鶉tり」■の下段は土■日        柑：∝） － 23  00  の★▲■Ⅶ   

22静    岡  ○  ○  054－247一拍10  18：00 ■－ 23：00  18：00 一－ 23：00  

23愛    知  ○  ○  052－263－9909  柑：∝） － 23：00  

24三   t  ○  ○  059－232－9955  柑：30 ■－ 23：30  19ニ30 － 23ニ30  

25滋    文  ○  ○  0丁7－524－7856  柑：00 一 畳♯8：00  ■l▲l    ・∴∴  8：00  「休日（土l■日含む）」■の下段は土■臼       18：00 － 王■  8：00  の≠暮鴫M   

26京  0  0  075－66ト5596  19：∝I － 23：00  柑：00 ・－ 23：00   r休日（土■日含む）」■の下線は土■日  ●      15：00 － 23  ：00  の巣鷹欄Ⅷ   

27大    阪  ○  ○  06－6765－3650  20：00 一 宇■8：00  20：00 ～ 翌嘲8：（氾  

28兵   庫  ○  ○  078－731－8899  18：00 ・－  0：00  9：00川∴．．0： 18：00－ 0：  00 00  「休月（土■日含む＝■の下段は土■日 の責九叶¶   
29奈   良  ○  ○  0742－2（ト8119  18：α） －・≡翌巾8：00  8ニ00  一一 靂欄  8：00  「休日（土■口舌む＝■の下段は土■日       13：∝l － 靂■  8：00  の集札■間   

30和 歌 山  ○  ○  073－43ト8∝氾  柑：00 － 23：00  柑：∝l － 23：00  

31▲   取  ○  ○  03－5772－㊥576  柑：00 ・－ 23：00  9：00  － 23：00  

32も   椙  ○  ○  03－3478－1060  柑：00 ■－ 23：00  9：00  ■－ 23：00  

33岡    山  （〕  0  086－272－9939  19：00 ・－ 23：00  18：00 ・〉 23：00  

34広   ▲  0  ○  082－50511399  19：∝I － 22：∝l  柑：00 ■－ 22：00  

35山    口  ○  ○  083－92ト2755  柑：00 － 22：00  柑：00 － 22：00  

● L・    ＝・  ○  ○  088－62ト2365  18：00 一一 翌餉8：00  18：00 一 重■8：00  

3丁香    川  ○  ○  087－823－1588  柑：00 ■一 翌■8：00  柑：∝I － 璽■8：00  

38愛   嬢  ○  ○  08！ト913－2777  柑：00 ■－ 23：00  柑：00 － 23：00  

39高   知  ○  ○  088－873－3090  20：00 ・一 里■1：00  20：00 一 里加1：00   平日はit日のみ可   

Og3－662－6700  

40‡■   岡  ○  ○   092－725－2540 0942－37－6116  

0948－23－8270   

41佐   井  ○  ○  0952－30－1255  19：00 － 23：∝I  19：00 ・－ 23：00  

42曇   ヰ  ○  ○  095－822－3308  19：00 一 翌銅8：00  19：00 一 重欄8：00  

43熊  本  ○  ○  lll l－ 1！＝  柑：00 － 0：00  19：00 － 0：00  
9：00－17：00  

ヰ4大   分  ○  ○  Og7－503－8822  柑：∝l一 驚■8：00   柑：00－空■8：α）   「休日（土■日食七＝l■の下段は土■8 の舞▲欄Ⅶ  

柑：00 一 里■  8：∞   

45官   ■  ○  0985－35－8855  19：00 ・－ 23：00  

46鹿 児 ■  ○  （⊃  099－254－1186  19：00 ・－  23：00  19：00 － 23：00  

47沖   縄  

計   46  45  
※「休日」には年末年始の休暇を含む。  
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24．小児救急医療体制の取組状況（都道府県別）  

脚夕月Jβ離日  

国庫補助事業暮●地区  県暮事儀欄■  
入鋏l夏■  

■地区  オンコール体  
を■する  
（二次）  小児敷息医■支オー霊  小児救急医★拠点♯快  （日立匿膚牡 開の対応、地 域独自の取組  

いる地区   てい 区   

ニー」・・   区   
＼  より実施   による対応含 む）   

上北∴海∴遭  2l  Zl  8 （8）  8  （8）  t3  （5）  13 （5）  2t  t∝≠  l∝粍   

2書森 県  8  6  l （り  1 （t）  l  t7＼  5  6  l（肌   

3岩手県  9  9  t  （1）  l （り  11＼  8  t∝≠   

4宮城県  E  丁  l （1）  l （1）  川l  

・ ≡＝    8  ロ  2 （2）  2 （か  2  29l  l∝粍   

6山形 県  l  丁  l （t）  1 （t）  ll＼  6  lm   

丁積も県  ロ  丁  t  い）  1 （】）  2  3    4  

8茨城県  9  12  2 （2）  2 （2）  6 （2）  6 （2）  3  92l  ＝弓 9   

9栃木 県  5  6  3  （3）  3 （ユ）  3  50l  5  83l   

to群馬県  川  5  l （4）  4 （4）  4  5  1∝≠   

ll埼 玉 県  9  16  12 （t2）  t2 （12）  4  く2）  l （2）  16  l∝鵜  △ 5   6鶉   

t2千葉 県    15  l Jl）  4 （ヰ）  6  （3）  ‘ （ユ）  之   3   15  】m  t5  l㈹   

用事【京都  l〇  13  11（11）  11 （tl）  6  92l  12  92l   

川神奈川県  皿  14  12 （12）  12 （12）  2  （1）  2  （り  1ヰ  川鍋  1◆  l（仇   

15新潟県  丁  丁  l （り  1  〈り  川l  5  5 B6X 

16書山 県  4  l  l （1）  1 （1）  3   4  l∝≠  4  l∝粍   

1丁石川 県  l  ヰ  25l  ユ  4  l   

相補井県  4  2  2 （2）  2 （む  2  2  1（肌   

柑山梨 県  4  2  2 （2）  2  （2）  2  四  2肌   

20長野県  tO  10  1（穐  tO  1∝≠   

2t岐阜県  5  5  3 （2）  3 （む  3  60l  ロ  

t∴1 二  8  12  ○ （9）  △1（△l）  8  （8）  ○  丁5l  柑1 83l   

23愛知 県    n  2 （2）  2  （2）  2  l机  8 73～   

24三靂 県  l    3 （ユ）  3 （3）  4  了  70l  ロ   △ 2   7仇   

25滋賀 県    7  る （6）  l （り  7  （7）  7it（肌  △ 2   5 71X 

26末社府  6  8  3  （3）  3 （3）  4 87、  △ t   83～   

27大阪府  8  n  10 （10）  1D  い0）  lO  91l  ‖  1∝粍   

28兵庫 県      11（ll）  ll （＝）  lm  1∝稚   

29奈良県  5  2  2 （2）  2 （2）  l∝h  1∝≠   

卸和歌山県  7  丁  4 （4）  4 （ヰ）  Z   86l  1∝≠   

3tl取県  3  3  2 （2）  2  （か  3  l∝≠  ）  1∝≠   

32島根県  丁  7  2  2猟  5  丁  l∝h   

33岡 山 県  5  5  2 （り  △ t（△ り  l  t  （t）  1 （1）  ユ  J  

封広■県  丁  1l  3 （3）  3  （3）  8  （3）  8 （3）  13  93ヽ  △l   93l   

35山 口 県  8  8  6 （3）  6 （3）  丁5l  8  100l   

36徳島県  6  3  2 （2）  Z （2）  1 （り  1 （1）  3  l∝≠  3  1∝≠   

37香川 県  5  5  3 （3）  ユ  （3）  5  t∝≠  5  1∝≠   

＝二 二・   8  4  2 （2）  2 （か  2  50l  ヱ  l  l（肌   

ユ9高知 県  l  4  I （t）  l （t）  25l  3  了Sl   

棚橋岡 県  t3  4  2 （2）  2 （2）  l  4  1∝穐   

引佐書県  5  5  5   5  l∝粍  5  l∝穐   

12長ヰ県  8  8  l （1）  1 （1）  2  2為  ■  l  

伯熊本県  皿  n  6 （3）  ‘ （3）  6  55l  9  82l   

羽大分 県  川  6  3 （3）  3 （3）  l （り  l （り  4  8「l  6  】∝穐   

亜吉1鴨県  7  3  1 （1）  1 （1）  2  ‘7l  l  3  l∝≠   

鳩鹿児島県  12  t2  3 （り  3 （り  4  3識  ロ  t2  l∝粍   

一丁沖縄県  5  S  4  く4）  l  井  1 （l）  l（ 5  lm  5 IWX 

合 計    3糾  いu （川3）  －t（△1）  t43（川2）  ‘0 （28）  2  （2）  62 （30）  柑   23  ●；   tOl   △11   33丁  93   

※ 小児最1医■支壇事象の左■宇は地区■、右（）数字は事業数である。  

※ 小児救■匿覆払点■快の左書手は地区■、右（）数字はか所書である．  

※   
「ヰ暮補助事業暮●地区」及び「■＋暮義専暮≠地区jは18年度までの養●地区（予定を含七）を■附し、「′ト児救点匿轟支攫●集」と「小児救鳥層■拠点■眈Jの1♯地区については、r小児敦▲量■＊   
点■快」の1♯地区を幹き「≠斗事業等蔓傭済地区（田立機関による対応、地■独自の取組による対応含む）」及び「通♯の■事甘で檀侵されている地区」は、国膚欄助事士との1繍地域を静き、「オン   
コール体■による練乳についてはF■縞助事彙又は「県十事業事事傭地区（田立■闊による対応、地ヰ独自の取組による対応含七）」及び「遭♯の●事憫で確保されている地区」との工機地区を持く．  
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25．災害拠点病院一覧  

（平成21年7月1日現在）  

都道府県   
〔芸ヨ   

盛岡市  
都道府県  花巻市  

38  地域  県立胆沢病院   都道府県   
一 
奥州市  

39  地域  県立磐井病院   都道府県   
40  地域  県立大船渡病院   都道府県   大船渡市  
41  地域  県立釜石病院   道府県   釜石市  
42  地域  県立宮古病院   都道府県   宮古桁  
43  地域  県立久慈病院   都道府県   久慈市  
44  地域  県立二戸病院   都道府県   こ戸市   

宮城県  
46  地域  公立刈田絵合病院   白石軒         市町村組合  

市町封   玩亭．   
49  地域  仙台赤十字病院   日 赤  
50  地域  労働者健康福祉機構東北労災病院   
51  地域  東北厚生年金病院   
52  地域  大崎市民病院   
53  地域  栗原市立栗原中央病院   独立行政法人  仙貪亙宣き臥  
54  地域  登米市立佐沼病院   市町村   登米市  
55  地域  石巻赤十字病院   日 赤   石巻市  
l  地域  気仙沼市立病院   市町村   気仙沼市  
団  地域  坂総合病院   財団法人   塩釜市  
58  地域  みやぎ県南中核病院   保健医療組合  大河原町   

秋田大学医学部附属病院   厘立大学法人  秋田市  
秋田県  厚生連   鹿角市  

市町村   大館市  
〔露〕   厚生連   北秋田市  

63  地域  山本組合総合病院   厚生連   能代市  
64  地域  秋田組合総合病院   厚生連   秋田市  
65  地域  秋田赤十字病院   日 赤   秋田市  
66  地域  由利組合総合病院   厚生連   由利本荘市  
団  地域  仙北組合総合病院   厚生連   大仙市  
68  地域  仙北市立角館総合病院   市町村   仙北市  
69  地域  平鹿総合病院   厚生連   横手市  
70  地域  雄勝中央病院   厚生連   湯沢市   
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総合病院匡l俣旭中央病院   市町村   旭市  
131   ）  日本医科大学 総病院   学校法人   印】藩郡印】藩村  
132   

千葉県 〔笈′ヨ  130  基幹           （基】幹  千葉北         基∃膵  千葉県循王夏器病センター   市原市  

133  地土或  千葉大学医学部附属病院   千葉市美 浜区  
135  地土或  千葉市立海浜病院   
136  地域  船橋市立医療センター   

市町村   
船橋市  

市町村   
市川市  
松戸市  

139  地域  東京慈恵会医科大学附属柏病院   市  
140  地域  成田赤十字病院   日 赤   成田市  
141  地域  県立東金病院   金市  
142  地域  県立佐原病院   香取市  
143  地域  亀田総合病院   鴨川市  
144  地土或  安房医師会病院   社団法人   

匡l保君津中央病院   
館山市  

145  地域  
146  地域  帝京大字ちば総合医療センター   

市町村   
市原市   
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都道府県  No  区分   病  院  名   開設者   所在地   

三重県  都道府県   四日市市  
360  地域  鈴鹿中央総合病院   厚生連   鈴鹿市  

国立大学法人  津市  
362  地域  伊賀市立上野総合市民病院   〔霊ヨ   市町村   伊賀市  
363  地域  山田赤十字病院   日 赤   伊勢市  
364  地域  尾鷲総合病院   市町村   尾鷲市  
365  地域  総合病院松阪市民病院   市町村   松阪市  
366  地域  県立志摩病院   都道府県   志摩市  
367  地域  市立四日市病院   市町村   四日市市  
368  地域  いなべ総合病院   厚生連   いなべ市   

滋賀県  日 赤   大津市  
370  地域  大津市民病院   市町村   大津市  

［霊ヨ   
371  地域  済生会滋賀県病院   済生会   栗東市  
372  地域  近江八幡市立総合医療センター   市町村   近江八幡市  
373  地域  彦根市立病院   市町村   彦根市  
374  地域  長浜赤十字病院   日 赤   長浜市  
375  地域  草津総合病院   医療法人   草津市   

一赤十字病院   日 赤   京都市東山区  
京都府  都道府県   与謝郡与謝野町  

玩′亭．   市町村   福知山市  
379  地域  公立南丹病院   市町村   南丹市  
380  地域  京都市立病院   市町村   京都市中京区  
381  地域  関西医科大学附属男山病院   学校法人   八幡市  
382  地域  公立山城病院   市町村   木津川市  
383  地域  済生会京都府病院   済生会   長岡京市   

大阪府  都道府県   大阪市住吉区  
385  地域  大阪市立総合医療センター   市町村   大阪市都島区  

独立行政法人  大阪市中央区  
ノ   〔慧ヨ   日 赤   大阪市天王寺区  
388  地域  大阪市立大学医学部附属病院   市町村   大阪市阿倍野区  
389  地域  大阪大学医学部附属病院   国立大学法人  吹田市  
390  地域  関西医科大学附属枚方病院   学校法人   枚方市  
391  地域  済生会千里病院   済生会   吹田市  
392  地域  大阪府三島救命救急医療センター   財団法人   高槻市  
393  地域  大阪医科大学附属病院   学校法人   高槻市  
394  地域  関西医科大学附属滝井病院   学校法人   守口市  
395  地域  東大阪市立総合病院   市町村   東大阪市  
396  地域  近畿大学医学部附属病院   学校法人   大阪狭山市  
397  地域  市立堺病院   市町村   堺市  
●：  地域  市立泉佐野病院   市町村   泉佐野市  
399  地域  府立泉州救命救急センター   都道府県   泉佐野市  
400  地域  府立中河内救命救急センター   都道府県   東大阪市  
401  地域  大阪警察病院   都道府県   大阪市   

兵庫県  センター   戸市中央 区  
403  基幹  神戸赤十字病院   日 赤   戸市中央区  

〔霊′ヨ   
404  地域  神戸大学医学部附属病院   国立大学法人  神戸市中央区  
405  地域  神戸市立医療センター中央市民病院   市町村   神戸市中央区  
406  地域  兵庫医科大学病院   学校法人   西宮市  
407  地域  県立加古川病院   都道府県   加古川市  
408  地域  西脇市立西脇病院   市町村   西脇市  
409  地域  県立姫路循環器病センター   都道府県   姫路市  
410  地域  姫路赤十字病院   日 赤   
411  地域  赤穂市民病院   市町村   赤穂市  
412  地域  公立豊岡病院   市町村   豊岡市  
413  地域  公立八鹿病院   市町村   養父市  
414  地域  県立柏原病院   都道府県   丹波市  
415  地域  県立淡路病院   都道府県   洲本市  
416  地域  宝塚市立病院   市町村   宝塚市   

奈良県  檀原市  
418  地域  県立奈良病院   都道府県  奈良市  
419  地域  大和高田市立病院   市町村   大和高田市  

［芸ヨ   都道府県   五條市  
421  地域  近畿大学医学部奈良病院   学校法人   生駒市  
422  地域  5斉生会中和病院   済生会   桜井市   

和歌山県  公立大学法人  和歌山市  
424  地域  日本赤十字社和歌山医療センター   日 赤   和歌山市  

市町村   紀の川市  
426  地域  橋本市民病院   〔芸ヨ   市町村   橋本市  
427  地域  有田市立病院   市町村   有田市  
428  地域  国保日高総合病院   市町村   御坊市  
429  地域  社会保険紀両病院   市町村   田辺市  
430  地域  新宮市立医療センター   市町村   新宮市   
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都道府県  No  区分   病  院  名   開設者   所在地   

鳥取県  都道府県   鳥取市  
432  地域  鳥取赤十字病院   日 赤   鳥取市  
433  地域  県立厚生病院   都道府県   倉吉市  
434  地域  鳥取大学医学部附属病院   国立大学法人  米子市   

島根県  都道府県   出雲市  
436  地域  松江赤十字病院   日 赤   松江市  

市町村   雲南市  
438  地域  済生会江津総合病院   〔悪日   済生会   
439  地域  益田赤十字病院   日 赤   江津市            益田市  
440  地域  隠岐広域連合立隠岐病院   市町村   隠岐郡隠岐の島町  
441  地域  大田市立病院   市町村   大田市  
442  地域  松江市立病院   市町村   松江市   

岡山県  山赤十字病院   日 赤   岡山市  
443  基幹  総合病院岡        444  地域  岡山済生会総合病院   済生会   岡山市  

学校法人   倉敷市  
． 覧；．ノ．                         445  地域  川崎医科大学附属病院       446  地域  倉敷中央病院   財団法人   倉敷市  

447  地域  高梁中央病院   医療法人   高梁市  
448  地域  総合病院落合病院   医療法人   真庭市  
449  地域  津山中央病院   財団法人   津山市   

広島県  都道府県   広島市南区  
451  地域  国立病院機構呉医療センター   独立行政法人  呉市  

市町村   広島市中区  
．′・   蒜亭   日 赤   広島市中区  

454  地域  広島市立安佐市民病院   市町村   広島市安佐北区  
455  地域  鹿島総合病院   厚生連   廿日市市  
456  地域  労働者健康福祉機構中国労災病院   独立行政法人  呉市  
457  地域  興生総合病院   医療法人   三原市  
458  地域  総合病院三原赤十字病院   日 赤   三原市  

459  地域  尾道総合病院   厚生連   尾道市  
460  地域  日本鋼管福山病院   医療法人   福山市  
461  地域  福山市民病院   市町村   福山市  
462  地域  市立三次中央病院   市町村   三次市  
463  地域  総合病院庄原赤十字病院   日 赤   庄原市   

山口県  都道府県   防府市  
465  地域  岩国市医療センター医師会病院   社団法人   岩国市  

厚生連   柳井市  
467  地域  総合病院社会保険徳山中央病院   ［諾ヨ   全社連   周両市  
468  地域  三田尻病院   医療法人   防府市  
469  地域  総合病院山口赤十字病院   日 赤   山口市  
470  地域  労働者健康福祉機構山口労災病院   独立行政法人  山陽小野田市  

471  地域  下関市立中央病院   市町村   下関市  
472  地域  長門総合病院   厚生連   長門市  
473  地域  都志見病院   医療法人   萩市   

徳島県  都道府県   
全社連   鳴門市  

476  地域  麻植協同病院   
〔霊ヨ   

厚生連   吉野川市  
日 赤   小松島市  

478  地域  県立海部病院   都道府県   海部郡牟岐町  
479  地域  県立三好病院   都道府県   三好市  

市町村   美馬郡つるぎ町  
480  地域  つるぎ町立半田病院       481  地域  国民健康保険海南病院   市町村   海部郡海陽町  
482  地域  阿南医師会中央病院   社団法人   阿南市   

県立中央病院   都道府県   高松市  
独立行政法人  善通寺市  香川県 玩．壱．J  483  基幹         484  地域  国立病院機構善通寺病院       485  地域  さぬき市民病院   市町村   さぬき市  

486  地域  内海病院   市町村   小豆郡小豆島町  
487  地域  高松赤十字病院   日 赤   高松市  
488  地域  三豊総合病院   市町村   観音寺市   

愛嬢県  松山市  
490  地域  県立新居浜病院   都道府県   新居浜市  

都道府県   四国中央市  
492  地域  県立今治病院   〔悪日   都道府県   今治市  
493  地域  松山赤十字病院   日 赤   松山市  
494  地域  市立八幡浜総合病院   市町村   八幡浜市  
495  地域  市立宇和島病院   市町村   市  
496  地域  愛媛大学医学部附属病院   国立大学法人  東温市   

高知県  
498  地域  県立安芸病院   都道府県   安芸市  

〔芸ヨ   
日 赤   高知市  

500  地域  須崎くろしお病院   医療法人   須崎市  
501  地域  県立幡多けんみん病院   都道府県   宿毛市   
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都道府県  No  区分   病  院  名   開設者   所在地   

鹿児島県  市町村   鹿児島市  
574  地域  鹿児島市医師会病院   社団法人   鹿児島市  

〔露ヨ   
日 赤   鹿児島市  

576  地域  県立薩両病院   都道府県   南さつま市  
577  地域  済生会川内病院   済生会   薩摩川内市  
578  地域  出水総合医療センター   市町村   出水市  
579  地域  県立北薩病院   都道府県   大口市  
580  地域  曽於郡医師会立病院   社団法人   曽於市  
581  地域  県民健康ブラザ鹿屋医療センター   都道府県   鹿屋市  
582  地域  田上病院   医療法人   西之表市  
583  地域  県立大島病院   都道府県   奄美市   

沖縄県  うるま市  
都道府県   585  地域  県立北部病院  名護市  

地域  県立中部病院（基幹重複）   都道府県   うるま市  

ト〕   
島尻都南風原町  

58了  地域  県立宮古病院   都道府県   宮古島市  
588  地域  県立八重山病院   都道府県   石垣市   

※1．区分の「基幹」は基幹災害医療センター、「地域」は地域災害医療センター   
2．区分の（基幹）は研修を担当する基幹災害拠点病院   
3．災害拠点病院588病院（基幹56病院、地域535病院（基幹との重複3病院を含む））  
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26．病院の耐震化の状況  

1 病院   

（1）病院の耐震化の状況  

①全国計  

調査対象   すべての建物に耐  一部の建物に耐兼  すべての建物に耐  ③と④のうち、Ⅰ  建物の耐兼性が不   
回答病院数  無回答   耐震化率  

病院数  書性がある病院数   

物を有する病院数   

①＝（②＋③＋④  
②   ③   ④   ⑤   （＝②／①）  

＋⑤）  

8．799  8．611   4，837   2．595   98   164   1．081   188  

（100．0％）   （56．2％）   （30．1％）   （1．1％）   （1．9％）   （12．6％）  56．2％  

＜100．0％＞  ＜97．9％＞   ＜55．0％＞   ＜29．5％＞   ＜1．1％＞   ＜1．9％＞   ＜12．3％＞   ＜2．1％＞  
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¢
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（注意事項）  

※1：平成20年調査及び平成21年明査に基づき集計したもの  

※2：「調査対象病院数」は、平成20年調査時の病院数（廃止した病院、診療所に転換した病院等は除く。）  

※3：「回答病院数」は、平成20年明査で「すべての建物に耐事性がある」という回答であった病院数と平成21年調査で回答のあった病院数の合計  

※4：Is値0．3未満の建物は、裏度6強程度の地薫を想定した上で、地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高いとされている。  

※5：「建物の耐震性が不明である病院数」は、耐事性が不明である建物を有する病院数（③「一部の建物に耐＃性がある病院数」に該当する病院を除く。）  

※6：「無回答」は、平成21年調査で回答のなかった病院数  

※7：「耐ま化率」は、すべての建物に耐事性がある病院数（②）の回答病院数（①）に占める割合  

※8：（％）は回答病院数に占める割合、＜ ％＞は調査対象病院数に占める割合  

②都道府県別   

別紙1のとおり   



（2）病院の棟別の耐兼化の状況（すべての建物に耐井性がある病院を除く）  

①全国針  

調査対象棟数  
平成21年度に耐  

平成21年度に耐  
Is値0．3未満の  書工事実施予定の  

棟数   
震診断実施予定の  

①＝（②＋③＋④）   
棟数   走の棟数  

②  ③  ④    棟数   定の棟数   

12，433   5．701   935   202   5，797   301   1．757   176   1，454   

（注意事項）  

※1：平成21年調査に基づき集計したもの（平成20年調査では、棟別の耐兼化の状況を調査していない）  

※2：「調査対象棟劇」は、平成21年調査で「一部の建物に耐事性があるJ、「すべての建物に耐震性がない」又は「すべての建物の耐震性が不明である」という回答であった病院の棟数  

の合計（平成20年調査及び平成21年調査で「すべての建物に耐震性がある」という回答であった病院の建物は調査対象となっていない）  

②都道府県別   

別紙2のとおり  －
∴
だ
岩
 
－
 
 

2 病院のうち、災害拠点病院及び救命救急センター  

（1）病院のうち、災害拠点病院及び救命救急センターの耐某化の状況   

①全匹計  

調査対象   すべての建物に耐  一部の建物に耐震  すべての建軌こ耐  （卦と④のうち、Ⅰ  建物の耐震性が不   
回答病院数  無回答   耐事化率  

病院数  震性がある病院数   

物を有する病院数   

①＝（②＋③＋④  
②   ③   ④   ⑤   （＝②／①）  

＋⑤）  

612  598   373   205   36   13   14  

（100．0％）   （62．4％）   （34．3％）   （1．2％）   （6．0％）   （2．1％）  62．4  

＜100．0％＞  ＜97．7％＞   ＜60．9％＞   ＜33．5％＞   ＜1．2％＞   ＜5．9％＞   ＜2．1％＞   ＜2．3％＞  

（注意事項）  

※：1（1）①の注意事項と同じ   



②都道府県別   

別紙3のとおり  

（2）病院のうち、災害拠点病院及び救命救急センターの棟別の耐書化の状況（すべての建物に耐震性がある病院を除く）  

①全国計  

平成21年度に耐 震工事実施予定の  

調査対象棟数  平成2一年度に耐  
Is価0，3未満の  書工事実施予  

l震緋実施予定の  
棟数   棟数   棟数  

（手＝（②＋③＋④）   ②  ③  ④   定の棟数   

1，柑2   602   216   45   364   18   49   42   146   

（注意事項）  

※ニ1（2）①の注意事項と同じ  

－
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－
 
 

②都道府県別   

別紙4のとおり  

3 独立行政法人国立病院機構の耐責化の状況  

別紙5のとおり   



別紙1  

全病院の耐震化の状況（都道府県別）  

♯遭府≠   ■査対暮   回答ホ院欄  
∴ナノ  ある病院数  る病験数  ない病院数  の建物を有する病院数  るホ院数  ■回答   耐書化串  

（℃＝（（到＋（訃＋（写）十信））   ②  烏 鳳  （勤   ）  

北海道   595   595   361   162   4   4   88   0   80．丁ち   

書 さ   105   98   64   18   0   2   16   7   85．3l   

岩手   98   98   朝   44   2   0   8   0   44．9l   

宮 城   145   145   97   31   5   15   0   68．9ヽ   

秋 田   78   78   48   21   0   0   9   0   81．5％   

山 形   70   70   47   20   0   3   0   ¢丁．1％   

J ・   145   138   60   54   2   3   22   7   43．5ヽ   

茨 城   191   190   100   61   0   3   29   52．6㌔   

栃 木   112   112   70   32   0   10   0   82．5ち   

群 ■   139   135   88   35   0   14   4   63．丁ヽ   

埼 玉   35丁   285   183   92   0   6   30   72   57．2l   

千 葉   286   271   154   80   5   5   32   15   56．8ヽ   

★∴京   844   825   337   169   4   115   19   53．9㌔   

神楽川   849   828   227   57   8   5   36   21   ¢9．2％   

新潟   13¢   136   8之   40   3   2   0   60．3ヽ   

暮 山   112   112   75   33   0   0   4   0   87．0ち   

石 川   102   102   81   35   0   2   8   0   59．8l   

橿 井   77   77   4¢   21   0   9   0   59．7l   

山 梨   80   60   40   2   7   0   86．7l   

長野   138   136   6g   47   3   3   17   2   50．7l   

岐ヰ   103   103   52   41   2   4   8   0   50．5l   

静 岡   186   188   139   36   3   7   8   0   丁4．7ヽ   

麦 知   331   331   182   121   5   20   23   0   55．0ヽ   

三 1   108   108   61   35   5   4   7   0   56．5％   

滋 暮   60   80   45   10   3   2   2   0   75．0㌔   

京も   177   177   71   82   4   10   20   0   40．1l   

大 阪   548   531   292   20   22   8   197   17   55．0ヽ   

兵ヰ   352   352   188   1   4   ヰ4   0   53．4ヽ   

寮 長   76   75   49   119  ，                           22  1   3   85．3ヽ   

和歌山   92   92   43   ＿＿堅⊥  0   4   15   0   4¢．7ヽ   

鳥∴取   46   46   26   181  0  3   2   0   58．5％   

▲椙   57   57   34   18   0   0   5   0   59．¢ヽ   

岡 山   179   179   66   81   0   5   32   0   38．9ヽ   

広 ■   255   255   142   77   3   7   33   0   55．7㌔   

山 口   149   149   76   54  2   柑   0   51．Ol   

ヰ ■   119   118   60   43†  1  4   14   50．8ヽ   

響 川   96   96   46  35！  5  4   10   0   47．9ヽ   

事∵■   148   148   66   66   3   13   0   45．2l   

嘉知   139   139   64   55   l   4   19   0   4¢．Ol   

楕 円   469   468   248   187  口   ヰ   34   52．6ゝ   

佐 t   ‖0   110   61   40   0   9   0   55．5％   

長 ■   164   161   1 __ 24   3   52．2l   

熊 本   219   218   2   20   48．3ゝ   

大 分   164   184   

101   

84   

52！  l                   96  ロ  3   16   0   ¢7．7l   

官l●   145   145   91   4之j  o  12】   0   82．8l   

虎児■   276   265   148   29   55．8ヽ   

沖常   94   89   62  i  88  0  【  3   5   鮨．7ヽ   

全四計   8．799   8．811   4．837  ●ヱ  184   1．081   188   5¢．2九   

－
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別紙2  

全病院の棟別の耐震化の状況（都道府県別）  

れ査対象棟数  耐Ⅰ性のある棚  
轟遭府井  平成21年度に耐書工事実  

（》＝（②＋③＋④）   ②  ③  Is檀0，3未満の棟数   
施予定の棟数   事翼縮予定の棟数  

旛予定の棟数   断案旛予定の棟数   

北海道   了15   2⊆16   40   8   379   9   115   8   41   

書森   89   27   8   2   56   8   15   0   15   

＃ 手   157   56   14   0   87   2   48   5   18   

宮 城   201   96   21   5   84   4   27   2   23   

秋 田   41   0   0   70   0   12   3   48   

山 形   90   40   4   2   46   4   9   

福 島   260   112   24   4   124   17   50   20   

茨 城   280   119   19   3   142   4   62   2   27   

栃 木   165   74   4   87   2   27   0   30   

♯ ■   198   104   5   89   18   21   2   27   

埼 玉   403   170   28   10   205   17   92   15   45   

干葉   427   195   45   5   187   7   54   4   48   

兼 京   885   354   82   12   449   18   124   8   ヰ7   

神奈川   229   82   49   8   98   5   27   7   9   

新潟   200   82   9   3   109   5   31   0   35   

t 山   119   64   4   0   51   5   14   21   

石 川   143   65   丁   2   71   2   31   2   25   

橿 井   108   55   0   52   2   7   0   10   

山 梨   56   22   12   22   5   2   

長 野   287   131   21   3   135   13   16   5   57   

鹸∴阜   238   108   29   4   99   0   34   0   21   

静 用   180   93   49   10   38   4   3   3   19   

発 知   518   251   84   27   183   10   58   7   39   

三 重   197   93   23   4   81   2   20   10   27   

滋1   51   23   2   17   0   3   16   

京 ホ   347   152   43   15   152   10   51   2   34   

大 阪   287   28   47   12   212   10   70 . 5   61   

兵 ヰ   583   276   40   6   267   13   67   2（芦   152   

衰 良   87   40   6   41   5   10   0   0   

和歌山   162   71   12   5   79   4   15   38   

■ 取   101   48   7   3   4¢   2   1¢   0   18   

■根   ；●   36   4   0   46   5   8   23   

岡 山   叫   238   14   5   192   7   45   3   

広 ■   301   136   20   6   145   8   60   48   

山 口   250   117   2   122   ヰ   29   3   55   

丁ノ ・・   169   73   20   4   76   6   19   17   

寺 川   163   71   23   8   69   2   24   2   16   

愛 嬢   274   150   8   4   116   43   5   22   

嘉 知   203   87   8   105   8   53   4   18   

福 岡   750   378   24   4   348   18   102   4   48   

佐 t   208   101   7   100   3   30   56   

長持   228   94   12   2   122   12   36   8   33   

職 二本   539   345   15   2   179   8   56   2   17   

大 分   154   69   7   3   丁8   9   20   3   23   

書 ■   158   78   5   75   7   22   10   31   

」ニ ー ■・・   521   303   8   210   9   72   3   41   

沖Il   113   57   0   0   56   3   9   0   13   

全匹肘   12．433   5．701   935   202   5．丁97   301   1，757   178   1，454  

－
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災害拠点病院及び救命救急センターの耐震化の状況（都道府県別）  

1査対t   ♯遭府≠  ■回答   耐震化事  
■続数  回答■院数  

圧）   （勤   （取   （写）   爪一代勤十（勤＋（恥十（勒）   ）  

北海道   26   26   14   0   ．0   0   53．8先   

書 森   8   7   5   2   0   0   71，4l   

岩 手   9   2   0   0   0   0   81．8l   

音 域   14   12   7   4   2   0   2   58．3％   

秋 田   12   12   8   3   0   0   0   86．7％   

山 形   7   7   7   0   0   0   0   0   100．0ち   

橿 ■   8   8   4   4   0   0   0   0   50．0％   

茨 城   12   12   7   5   0   0   0   58．3％   

栃 木   9   9   3   8   0   0   0   33．3l   

群 ■   14   13   9   4   0   0   0   8g．2l   

増 王   13   10   8   2   0   0   0   3   80．0％   

★∴京   87   84   43   18   2   3   
千 葉  18  18  ‖  B  l  2  0  0  61．1ヽ                n  3  87．2l   
神女川   33   33   24   9   0   2   0   0   丁2．丁％   

新 潟   15   15   9   5   0   0   0   60．肌   

書 山   7   7   4   3   0   0   0   0   57．1l   

石 川   8   8   7   0   0   0   0   87．5％   

橿 井   8   8   4   4   0   0   0   0   50．0％   

山 梨   9   9   7   2   0   0   0   77．8≠   

長 野   12   12   8   4   0   0   0   66．7％   

岐■   9   9   6   3   0   0   0   0   66．7≠   

沖 田   19   19   15   3   2   0   0   丁8，9兄   

ま∵知   31   31   20   0   3   0   0   ¢4．5％   

＝ 1   10   10   8   3   0   0   80．0％   

滋 書   7   7   8   0   0   0   85．7l   

京都   10   10   丁   3   0   0   0   0   70．Ol   

大 阪   19   17   13   2   0   2   2   78．5％   

兵 ヰ   15   15   9   0   2   0   80．0≠   

豪 良   6   ¢   2   3   0   0   0   33．3l   

和歌山   9   9   8   3   0   0   0   0   66．Tl   

鳥 取   4   3   2   0   0   0   33．3≠   

島根   9   9   3   5   0   0   0   33．3≠   

岡 山   丁   7   6   0   2   0   0   14．3ヽ   

広 ■   15   15   8   9   0   0   0   0   40．0ヽ   

山 口   12   12   8   ○   0   0   0   0   50．0％   

L■   ‥   9   9   4   5   0   2   0   0   ヰ4．4l   

手 川   丁   7   2   4   0   0   28．8兄   

ま∵■   8   8   ¢   2   0   0   0   丁5．0ヽ   

書 知   5   5   4   0   0   0   80．0ち   

楕 円   17   川   7   9   0   0   43．8％   

佐 書   7   7   3   8   0   0   0   42．9ゝ   

畏 ヰ   8   2   0   0   0   72．7l   

農 本   14   14   5   7   0   2   0   35．7ヽ   

大 分   13   10   3   0   2   0   0   丁¢．9l   

宮嶋   ¢   5   0   0   0   0   54．5ヽ   

二三 ＝．．   10   0   0   0   90．9ヽ   

沖Il   6   6   3   3   0   0   0   0   50．0ヽ   

全四肘   812   598   373   205   7   3¢   14   62．4％  
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別紙4  

災害拠点病院及び救命救急センターの棟別の耐震化の状況（都道府県別）  

榔1府■  
平成21年度に耐■エ事実  

（D＝（②十③＋④）   ②   ③  1一価0．3未満の棟畿   
旛予定の♯数  事実施予定の柵数  

旛予定の棟数   断実施予定の棟数   

北海遭   75   32   18   0   27   0   3   0   2   

書 森   12   5   3   4   4   0   0   

＃ 手   10   2   2   0   8   0   0   0   

富：域   35   25   5   2   5   0   0   2   8   

秋 田   り   4   0   0   13   0   0   3   14   

山 形   0   0   0   0   0   0   0   0   0   

橿 九   28   16   3   0   9   0   2   0   

茨 城   27   12   5   10   0   6   0   5   

栃 木   42   23   2   17   0   2   0   9   

詳 ■   33   18   0   0   15   0   0   0   4   

埼 玉   13   4   4   0   5   4   0   4   

千 葉   55   41   9   2   5   0   0   0   3   

★ 末   120   65   28   3   27   2   

神奈川   38   17   9   2   12   0   7   

新 潟   22   8   0   0   14   4   3   0   0   

暮 山   14   9   0   4   0   ○   4   

石 川   5   3   0   0   2   0   2   0   0   

積 井   23   13   0   9   0   0   0   0   

山 梨   10   6   4   0   0   0   0   

長 野   28   15   4   9   0   0   

岐 阜   27   7   0   9   0   5   0   5   

静 内   20   13   7   3   0   0   0   2   4   

彙知   54   34   14   6   6   0   0   0   7   

三 暮   19   8   0   0   0   0   

滋 t   3   2   0   0   0   0   0   

京ホ   18   8   2   0   10   0   0   0   0   

大 阪   4   7   3   0   0   0   0   0   

兵 庫   28   9   7   3   12   0   8   10   

無 良   14   5   5   0   4   3   0   0   0   

和敬山   7   2   0   2   0   0   0   3   

■ 取   7   2   2   0   3   0   0   0   

■：根   33   12   2   0   19   0   0   6   16   

岡 山   27   13   4   2   10   0   5   4   

広 ▲   33   17   7   0   9   0   3   0   0   

山 口   32   18   4   10   0   2   0   8   

● ▲   19   8   4   2   7   2   0   0   2   

手 川   27   8   2   8   0   0   0   5   

愛 嬢   3   7   0   3   0   0   

書 知   3   0   0   0   0   

楕 円   57   33   5   19   0   5   0   0   

佐 兼   15   7   4   0   4   0   0   0   8   

■   ■   17   8   8   0   3   0   0   2   3   

無 本   32   17   2   1   13   0   0   2   

大 分   19   9   3   2   丁   0   0   0   

二  23   18   Z   0   5   0   4   3   

一二 ‾ ▼・   8   4   4   0   0   0   0   0   

沖 縄   7   4   0   0   3   2   0   

全苅計   1．182   802   218   45   364   18   49   42   148  
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27．へき地における医療提供体制の整備状況  

へき地医療支援機楕（21年12月現在）  へき地医療  
拠点病院数  備考（無医地区数）  

都道府県  設置場所  （21年7月現在）   

l  北 海道  18年4月  道庁（保健医療局地域医師確保推進室）   19  66（ 41）   123   

2  青森 県  15年9月  県庁（医務薬務課）   6  16（ 3）   28   22   

3  岩 手 県  18年4月  県庁（保健福祉部医療国保課）   46（15）   24   25   

4  宮 城 県  15年10月  県庁（保健福祉部医療整備課）   2  14（ 7）   23   19   

5  秋 田 県  15年4月  平鹿総合病院（秋田県厚生連）   5  20（12）   16   16   

6  山 形 県  16年12月  県庁（健康福祉部健康福祉企画課）   4  19（ 6）   9   9   

7  福 島 県  16年1月  県庁（保健福祉部医療看護課）   2  25（ 7）   31   

8  茨城 県  15年4月  県立中央病院   4  4（ 1）   23   23   

9  栃木 県  15年4月  県庁（医事厚生課）   7  10（ 5）   15   13   

10  群 馬 県  15年6月  県庁（健康福祉部医務課）   2  9（ 7）   8   6   

15  新潟 県  14年4月  県庁（福祉保健部医務薬事課）   7  35（ 21）   32   36   

16  富 山 県  15年9月  県庁（厚生部医務課）   6  3   6   

17  石 jll県  15年4月  県庁（健康福祉部医療対策課）   6  15   14   12   

18  福 井 県  15年4月  県立病院   3  13（ 2： 10   

19  山 梨 県  未定  4  11（1）   13   1じ   

20  長 野 県  未定  5  50（ 23－I   20   1日   

21  岐 阜 県  15年12月  県総合医療センター   9  52（ 7、j   13   

22  3  9（7ノ  17. 13  

23   9（7）  21  1q   

24  三 重 県  ！5年4月  県庁（健康福祉部）   5  24（ 22ニ   5   ヰ   

25  滋 賀 県  15年10月  湖北総合病院（伊香郡病院組合）   2  13   4   4   

26  京都府  15年4月  府立与謝の海病院   9  16（ 7）   15   

甑    盃   
28  兵庫 県  15年4月  豊岡健康福祉事務所   6  37（ り）   10   

29  3  13（1）  9  9  

30   38（11）  25  I蜃   

31  鳥取 県  未定  8（ 7）   6   J   

32  島根 県  15年5月  県庁（医療対策課医療確保対策室）   18  40（12）   36   2了   

33  岡 山 県  14年4月  岡山済生会総合病院（済生会）   9  44（14）   32   2！き   

34  広 島 県  13年12月  県立広島病院   7  18（ 8）   58   5ti   

35  山 口 県  14年5月  県立総合医療センター   5  39（ 27）   13   1q   

36  徳 島 県  13年4月  県庁（医療健康総局）   5  柑（ 仁   18   巨？   

37  香 川 県  15年4月  県立中央病院   22  20（ 6）   8   6   

38  愛 媛 県  14年4月  県立中央病院   10  41（ 5）   14   り   

39  高知 県  15年4月  県庁（医師確保推進課）   7  27（11）   52   48   

40  福 岡 県  16年3月  県庁（保健医療介護部）   3  8（ 7）   22   2こi   

41  佐 賀 県  未定  7（ 5〕  

42  長 崎 県  15年4月  県庁（福祉保健部）   8  57（ 32）   6   4   

43  熊 本 県  15年9月  球磨郡公立多良木病院   3  17（13）   19   18   

44  大 分 県  15年8月  県庁（医務課）   12  34（ 23）   43   38   

45  宮 崎 県  15年4月  県庁（医療薬務課）   3  20（13）   29   22   

46  鹿児島県  14年7月  県庁（県立病院局県立病院課）   13  47（ 29）   36   16   

47  沖 縄 県  14年4月  県立南部医療センター   6  27（ 27）   8   7   

合  計  平成21年12月現在39か所設置  263  1．063（473）   914   786   
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※ 診療所数欄はへき地診療所数及び国民健康保険直営診療所数の合計、（）はへき地診療所数の再掲  
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Ⅲ 内 容  

（1）へき地医療支援機構の運営  ［314百万円 →326百万円］   

都道府県単位の広域的な支援体制を図るため、各都道府県に「へき地医療支援機構」を設置し、   

支援事業の企画、調整及び医師派遣の実施等を補助する。（41か所 → 39か所）  

（2）へき地医療拠点病院等の運営  ［1，406百万円 →1，406百万円】   

へき地における医療の提供など支援事業を実施する医療機関等の運営に必要な経責を補助する。   
ア へき地医療拠点病院運営費 （162か所→162か所） 530百万円 → 530百万円   
イ へき地保健指導所運営費   （20か所→20か所） 31百万円 →  31百万円   
り へき地診療所運営責  （327か所→327か所） 845百万円 → 845百万円  

（3）へき地巡回診療の実施  【139百万円 →76百万円］   

無医地区等の医療の確保を図るため、医師等の人件費及び巡回診療車等の経責を補助する。  

ア 巡回診療車〔船〕（医科■歯科）  

イ 離島巡回診療ヘリ（医科）  

り 離島歯科診療班  
工 沖縄へき地歯科診療班  

133台 → 133台  

3機 →  1機  
30班 →  30班  

1班 一→   1班  

［106百万円 → 45百万円］   

61百万円 一→ 0百万円   
（4）へき地医療什報システム等   

ア へき地医療情報システム  
へき地医療情報ネットワーク、へき地医療支援センター、へき地・離島診療支援事業  
等については、行政刷新会議の事業仕分け等の議論を踏まえ、廃止することとした。   

ただし、各事業については、地域医療振興協会における公益事業として国庫補助金を  

受けない形で継続される予定である。（調整中）  

イ ヘき地診療支援システム等  
（ア）へき地診療所サポートシステム  

（イ）静止画像等伝送システム  

（ウ）特定地域保健医療システム  
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（5）産科医療機関の運営  ［738百万円 → 323百万円】   

分娩可能な産科医療機関を確保するため産科医療機関の運営に必要な経費を補助する。  

（97か所 → 43か所）  

（6）へき地医療を担う医師の支援  ［136百万円 →11百万円】   

へき地に派遣される医師の移動などに要する手当に必要な経費を補助する。  
（327か所 → 270か所）  

（7）ドクターヘリ夜間搬送モデル事業の実施  ［ 51百万円 → 26百万円］   

昼間のみの利用にとどまっているドクターヘリの夜間利用に必要な経費を補助する。  

（2か所 → 1か所）  

（8）次期へき地保健医療対策の検討  ［ 7百万円 → 0百万円］  
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へき地保健医療対策検討会について  

1 検討会の目的   

無医地区及び無菌科医地区における医療を提供する体制を確保す   

るため、昭和31年からへき地保健医療対策を実施してきたところで   

あるが、第10次の対策が平成22年度で終了する。  

このため、今後のへき地保健医療対策のあり方を検討することを   

目的として検討会を開催する。  
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2 委員  

別添名簿を参照  
ノ
ヾ
・
 
■
】
－
r
一
1
J
－
－
牒
一
l
r
 
 

3 審議の経過  

第1回：平成21年7月10日（金）  

検討会の趣旨説明、今後検討すべき事項について等  

第2回：平成21年9月18日（金）  

へき地医療に関する現況調について、論点整理  

第3回：平成21年10月30日（金）  

論点整理（へき地医療支援機構、へき地勤務医のキャリ  

アパス等）  

第4回：平成21年12月24日（木）  

論点整理（へき地勤務医のキャリアデザインと評価、へ  

き地医療拠点病院、へき地における歯科・看護の課題、  

遠隔医療等）  

第5回：平成22年2月25日（木）  

検討会報告書（素案）について  
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 3 今後のスケジュール（案）   

平成21年度末目処：検討会報告書取りまとめ   

平成22年度：厚労省より報告書を踏まえたへき地保健医療計画策定  

指針を通知  

各都道府県にて、へき地保健医療計画を策定   

平成23年度：各都道府県にて、第11次へき地保健医療計画の遂行  
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へき地保健医療対策検討会委員名簿  

うちだたけお   

内田 健夫   

おくのまさたか   

奥野 正孝   

かじいえいじ  

○梶井 英治   

きむらきよし   

木村 清志   

さわだつとむ  澤田 努   

しぶや   

溢谷 いづみ   

じんのまさこ   

神野 雅子  

（社）日本医師会常任理事  

三重県健康福祉部 へき地医療総括特命監  

自治医科大学教授（地域医療学センター長）  

島根県健康福祉部 医療企画監  

高知県へき地医療支援機構 専任担当官  

愛知県半田保健所長（全国保健所長会会長）  

北海道保健福祉部地域医師確保推進室  

看護政策グループ主査   

自治医科大学救急医字数授  
すずかわまさゆき  

鈴川 正之   

たかのこういちろう  

高野 宏一郎   

つしまいつこ  

対馬 逸子   

つちや 土屋 いち子   

つのまちまさかつ  

角町 正勝   

ないとうかずよ  

内藤 和世  

新潟県佐渡市長（全国離島振興協議会会長）  

青森県西北五地域医療研究会代表  

長野県訪問看護ステーションしらかば  

（社）日本歯科医師会理事  

京都府立与謝の海病院長  

（全国自治体病院協議会常任理事）   

福井県おおい町国保名田庄診療所長  
なかむらしんいち  

中村 伸一   

はたけやまひろし  

畠山 博  岩手県藤沢町長  
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まえだたかひろ  

前田 隆浩  長崎大学大学院医歯薬学総合研究科  

へき地一離島医療学講座教授   

読売新聞東京本社編集委員  
まえのかすお  

前野 一雄   

みさかたかはる  

三阪 高春  鹿児島県霧島市立医師会医療センター  

地域診療部長   

東員病院長・三重大学客員教授  

むらせすみお  

村瀬 澄夫   

よしあらみちやす  

吉新 通康  （社）地域医療振興協会理事長  

以上20名  

五十音順   

○：座長  

オブザーバー  

オブザーバー  

オブザーバー  

総務省自治財政局地域企業経営企画室  

総務省情報流通行政局地域通信振興課  

文部科学省高等教育局医学教育課  
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○ 医療計画における医療機関等の具体的な名称記載（平成22年2月1日現在）  

北海道    ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○    ※  ○  ○  ○  ○    （⊃  ○  ○  ○  ※  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

書森  ○  ○  ○  ※  ○  ○    ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃  ○    ※  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○    △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ※   

岩手  ○  ○  ○  ○  ※  ○    ○  ○  ○  ○  ※  ○    ○  ○  ○  ※  ○  ○  ○  ○  ※    ○  ○  ○  （⊃  ○    △  ○  ○  ○    ○    ○  

宮城  ○  ○  ○  ○  ○  （〕  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃  ○  ○  ○  ○  ※  ○  ○  ○  ○  

秋田  ○  ○  （⊃  ※  （⊃    ○  ○  ○  ○    ○    ○  （〕  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

山形  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○    ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  0  ○  ○  ○  ○  

福島  △  ○  △  △  （⊃  （⊃  ○  ○  ○  （⊃  （⊃    ○  （〕  ○  ○    △  ○  ○  ○  ○  ○    ※    ○  ○    △  ○  ○  △  △  ○  （⊃  

茨城  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○    ○  

栃木  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  （⊃  ○  ○  ○  ○  ※   

群馬  ○  ○  ○  ※  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※    ○  ○  ○  ○    ※  

埼玉  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃    ○  

千葉  ○  ○  ○  ○  ※  ○  ○  ○  ○  ※  ○  ○    ※    ○    ○  ※    （⊃  ○  ○  ○  ※  ○  ○  ○  ○  ○  △    ○  ○  ○  ○  ○  

東京  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃  ○  △    ○    ○  

神奈川    ○  ○  ○  ※  （⊃  （⊃    ○  ○  （⊃    ※    ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※  ○  ○  （⊃  （⊃  ○  △    ○  ○  

新潟  ○  ○  ○  ○  （⊃  ○  ○  ○  ○  ○    ○  0  （⊃  ○  ○  ○  ○  ○    （⊃  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

書山  ○  （⊃  ○  ○    ○    ○  ○  ○  ○    ○    ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  0  ○  ○  ○  ○  ○  

石川  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

福井  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※    ○  ○    ○  （〕  （）  △  ○  ○    ※   

山梨  ○  ○  0  ※  ○  ○  ○  ○  （）  ○    ○  ○  ○  ○    △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    （⊃  ○  ○  △    ○    ○  

長野  ○  ○  ○  ※  ○  ○  ○  ○  ○  ○    △  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○    △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

岐阜  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  △  ○  ○    ○    ○  

静岡  ○    ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  （⊃  ○  ○    ※  ○  ○    ※    （⊃  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

愛知  ○  ※  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  △  ○  ○    ○    ○  

三暮  ○  ○    ※  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○    ※  ○  ○  ○    ○  ○  ○  △    ○    ○  ○  

一
山
0
0
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注1）4疾病－5事業のそれぞれに必要となる医療機能については、「疾病又は事業ごとの医療休制構築に係る指針」（平成19年7月20日医政局指導課長通知）にて例示  
注2）○名称が記載、△名称は記載されていないが医療情報窓口等の連絡先が記載、※国の指針に例示のない機能も記載  



○ 医療計画における医療機関等の具体的な名称記載（平成22年2月1日現在）  

が  ん  脳  卒  中  急性心筋梗塞       糖 尿 病      救 急 医 療       災害医療     へき地医療     周産期医療      小 児 医 療  

一般小児   地域小児   小児中横  
書  
n  続  維  虎  緻 命  き  地   

持  
初 期 吏  ■  亀 性 増  慎 世 合  そ  日 統 前 救  敷 禽  入 鏡  初 期    期  そ  災 書  D M A  儀 臼  そ  保  ロ き   

嘉  
正 ★   口 口   

干    ■ ●  ■ 準  在 宅  そ  発   

防  拠 点  的 鯵 ■   暮 支  の 他   ■   
匿   

華  華  予 防  の 他  定 期   丑  
徽  柵  繍   犠  

院  能   
書   

滋賀  ○  ○  ○  ○  ※  ○    ○  ○  ○    ※  ○    ○  0    ※    ○  0  ○  ※  △  0  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  0  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

京♯  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   ○  ○  △    ○    ○  

大阪  ○  ○  ○  ○  ○  ※  ○  ○    ※    ○    ○  ※    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ※   

兵庫  ○  ○  △  ※  △    ○  ○  △  △    △    ○  ○  △    △  0  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  ○    △  ○  ○  △    0  ○  ○  ○  ○  

奈良  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

和歌山    ○  ○  ○  ※  ○  0  ○  ○  ○  0  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※    ○  ○    ○  ○  ○  ○    ○    ○  

鳥取  ○  ○    ※  0  0  ○  0  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○    ○    ○  

島根  ○  ○    ※  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

岡山  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃  （⊃  0  ○  ※   

広島  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※  ○  ○  ○  ○  ○  △    ○    ○    ○  

山口  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  0  ○  0    ○  ○  0  ○  ○    ○  0    ○  ※  ○  （⊃  ○  ○  ○    ○  ○  △  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

徳島  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※  ○  ○  ○  ○  ○    △    ○    ○    ○  

香川  ○  ○  ○  ○    ○    ○  ○  ○  ○    ○    ○  0  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ※    ○  ○  ○  ○    ○    ○  

愛嬢  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※    ○  ○    ○  ○  ○  ○    ○    ○  

高知  ○  ○    ※  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ※    ○  ○    ○  ○  ○  ○    ○    ○  

福岡  △  ○  △  △  △  △  △  △  △  △  △    △  △    △  （⊃  ○  （⊃  ○  ○  ○  ○    △  ○  ○  △  ○  

佐架  ○    ○  ※  ○  ○  ○  ○  ※  0  ○  ○    ○  0    ○  ※  ○  （〕  ○  ○  （⊃  ○  ○  ※  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○    △  （⊃  ○  （⊃  ○  （〕  P  

長崎  ○  ※  ○  ○  ○  0  ※    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ※    ○  ○  ○    ○    ○  

熊本  ○  0  （⊃  ○  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○    （⊃  

大分  0  ○    ※  （）  0  ○    ○  ○  ○    ○  0  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  Cl  

宮崎  ○  ○  ○    ○  ○  ○  0    ○    （）  ○  ○  ○  ○  0  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃    ○    ○  

鹿児島    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ※    ○  （⊃  ○  △  ○    ○    ○  

沖縄  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ※    ○  ○  ○    ※  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

計  9  4¢  33  27  19  9  l  48  4¢  22  27  5  9  l  43  37  19  5  23  34  28  30  8  9  47  47  ヰ5  5  9  47  36  ヰ  皿  8  ヰ0  42  l  30  44  48  皿  4  22  12  36  20  41  2；〉  35  5   
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注1）4疾病・5事業のそれぞれに必要となる医療機優については、「疾病又は事業ごとの医療体制構築に係る指針」（平成19年7月20日医政局指導課長通知）にて例示  
注2）○名称が記載、△名称は記載されていないが医療情報惑口等の連絡先が記載、※国の指針に例示のない機能も記載   
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29．医療連携体制推進事業による取組（平成20年度医療連携体制推進事業）  

都道府県名   実施事業   主  な  事  業  内  容   

口  北海道   脳卒中対策   ①協議会、②連携パスを用いた事例検討会 等   

①協議会、②モデル地区での在宅医療推進に向けた検討、  

青森県  
がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、救急医   ③医師緩和ケア研修、④連携パスの運用や事例の検討、⑤  
療、災害医療、小児医療対策   病診一診診連携システムの設計、⑥住民への啓発、⑥医療  

関係者向けガイドラインの作成等  

3   岩手県  がん、脳卒中、急性心筋梗塞   ①協議会、②モデル地域での連携パス試案作成・試行 等   

4  宮城県   周産期医療対策   
①協議会、②連携システム研修会、③共通診療ノート作成  
等   

5  秋田県   脳卒中対策   ①協議会、②研修会、シンポジウムの開催 等   

6  山形県   がん、脳卒中、糖尿病対策   
①協議会、②連携パス導入検討・運用、連携パス研修会、  
③医療機関ガイドブック作成等   

茨城県   急性心筋梗塞対策   
①協議会、②連携手帳の作成、③医療連携に関するアン  
ケート調査等   

8  栃木県   
①協議会、②地域連携／くスの作成・試行、③医療・介護関  

糖尿病対策、脳卒中、急性心筋梗塞対策  係者等への研修会等   

群馬県   がん対策   ①がん地域連携クリテイカルパス検討会議 等   

10  埼玉県   がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病対策  ①協議会、②連携パス研修会、③住民啓発 等   

皿  千葉県   救急、周産期、小児医療対策   
①協議会、②合同症例検討会、③地域連携パスの利用と改  
善、④住民に対するフォーラム開催等   

①協議会、②医療資源調査、③医療機関リスト作成、④住  
12  東京都   脳卒中、糖尿病、周産期医療対策  民、医療従事者への普及啓発、⑤脳卒中救急搬送体制のス  

タート、⑥産科（セミ）オープンシステムの検討等   

13  神奈川県   
①協議会、②病診連携外来管理システム、医療情報共有シ  

がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病対策   ステムの検討等   

14  新潟県   4疾病5事業   ①医療連絡協議会 等   

①協議会、②クリテイカルパス導入検討、研修会、③コメ  
15  富山県   がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、救急医  

療、災害医療、周産期医療、小児医療対策   ィル 

16  石川県   脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病対策   ①地域連携クリテイカルパス策定検討会 等   

1了  福井県   
脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、救急、へき  
地、周産期、小児医療対策   

18  山梨県   脳卒中対策   ①協議会、②地域連携クリテイカルパスのモデル構築 等   

19  岐阜県   脳卒中対策   
①協議会、②研修会シンポジウムの開催、③連携パスの取  
組状況調査等   

①協議会、②講演会・研究会の開催、③在宅医療に関する  

20  
がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、災害医   患者情報の関係者間の共有するシステム開発、④住民向け  
療対策   医療機関、薬局、介護施設等の情報や災害時の対応等につ  

いての情報提供、⑤クリテイカルパスの作成等  

愛知県   糖尿病対策   
①協議会、②糖尿病教育入院システムの普及啓発、運営改  
善等   

①協議会、②地域の各開業医が互いの専門性を補完し不在  
がん、脳卒中、在宅医療対策  時の代替対応についてのネットワークを構築、③連携′くス  

の開発等   

4疾病5事業   
①協議会、②研修会、シンポジウムの開催、③在宅医療サ  

23  京都府  

四   
ポートセンターの情報発信・相談・紹介機能の充実等   
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彿連勝無料   ＝＝二＝緑E霊‾＝   主  な  事  業  内  容   

（D協議会、②地域連携クリテイカルパス導入検討、③住民  
24  大阪府   脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、救急医療対策   への医療機関の役割分担等の周知・啓発、④患者の迷惑行  

為の実態と医療機関の対応の調査等   

25  奈良県   
がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、救急医  （D協議会、②住民向けシンポジウム、医学生等向けワーク  
療、へき地医療、周産期医療、小児医療対策  ショップ、 等   

26  和歌山県   救急医療、小児医療対策   
①協議会、②住民への病診連携の啓発、③開業医への啓  
発、情報提供、症例検討等   

（D協議会、②クリテイカルパス運用、評価、③適切な受診  

27  島根県   4疾病5事業  に関する取組等の検討、④医療関係者向け研修会、⑤住民  
の意識啓発活動等   

28  広島県   乳がん、脳卒中対策   
①協議会、②連携パス導入に向けた試案作成、③医療従事  
者向け研修会、④住民向け啓発等   

29  山口県   
4疾病（がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿  
病）、在宅医療   

30  徳島県   脳卒中対策   （D協議会、②合同症例検討会、③住民への普及啓発 等   

①協議会、②連携パス、遠隔医療ネットワークとを活用し  
団  香川県   脳卒中、糖尿病対策  た診療連携の検討、③医療従事者向け講演会、④住民向け  

情報提供、啓発等   

32  高知県   脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、小児医療  ①協議会、②連携パス作成検討、③住民向け啓発 等   

33  福岡県   脳卒中対策   
（D協議会、②モデル的連携パスの作成、検証、③病院関係  
者等向け研修会等   

34  佐賀県   
①協議会、②連携パスの作成、③連携パス普及のための研  

がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病対策   修会等   

35  大分県   脳卒中対策   
（D協議会、②連携パスの作成、③医療福祉関係者向け研修  
会、④住民向け研修会等   

36  鹿児島県   4疾病5事業   ①医療連携体制協議会 等   

①協議会、②住民向け情報提供、③医療従事者向け講演  
37  沖縄県   糖尿病対策  会・研修会、④標準治療の推進、患者情報共有のための続  

一様式作成等   
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30．都道府県医療対策協議会の開催状況  

（注1）【次lこ掲げる看の管理者その他関係者】  

①特定機能病院②地域医療支援病院③公的医療機関 ④臨床研修病院⑤診亨射こ関する学識経験者の団体⑥大学その他の医療従事者の養成に関係する機関  
⑦社会医療法人⑧独立行政法人国立病院機構⑨地域の医療関係団体⑩関係市町村⑪地域住民を代表する団体⑫都道府県⑱その他  
なお、参画者数の（）書きは重複計上の場合の数である。   

（注2）取組例…各都道府県が行っている様々な取組の中でも、特に医療対策協議会の協議に基づく次のような内容に係る実績（協議予定、協議中及び実施予定を含む）  

【凡例】任）医師数並びに地域にどれだけの医療に対するニーズの現状分析②医療提供体制に支障が生じている医療機関についての対応並びに医療機  

関の機能分化・重点化・効率化と連携の推進③中t長期的な効率的な医療提供体制のあり方について④地域医療を担う医師の教育体制⑤医師の定  

着に向けた地域の受入体制 ⑥医師派遣（紹介）⑦各大学における医師派遣（紹介）窓口の一元化等⑧ドクター′くンクの創設・拡充⑨大学医学部における地域  

を指定した入学者選抜（地域枠）の導入■拡充 ⑩卒後一定期間地元勤務を条件とする医学部生等に対する奨学金貸与制度の導入・拡充  
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31．医療従事者と患者・家族等の協働に関する取組例  

県立柏原病院の小児科を守る会（兵庫県）の例  

「知ろう！小児医療 守ろう！子ども達」の会（東京都）の例  

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会  

目指すこと  

・「全ての親が、子どもの病気に   

ついての知識を持ち、納得できる   

医療をうけられる社会」  

子どもの命を守るために＝・  

・「医師甲労働環境の改善」  

哩連星邑こぷ娘与碩学棚  

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども連』の会  
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NPO法人ささえあい医療人権センターCOML（大阪府）の例  

愛知県岡崎市の例  

0子どもの急病！ガイドブックの発行   
休日や夜間など、病院や診療所が休みの時に、急にお子さんの具合が悪くなったら  

・どうすればよいのか   

・誰に相談したらよいか   

・今すぐに救急医療機関へ行くべきか  

暮明日まで待つべきか  

迷うことはないでしようか。   

このことを解決するひとつの方法として、平成17年3月   

に初版を発行し、平成18年3月に改訂版を発行しました。  

http：／／w〝W．City．okazaki．aichi・jpIYAKUSHO／ka3400／ka501rhtm  
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32．都  道府県別医療法人数  平    成21年3月31日現在   
書 ■ 法 人   （■■）  出T■   ■生労■大臣析    書法人（書■）   一人匿■匿■法人（再■）   

団  ■■法  社   団  ■立t可件■  
●暮府■名                  人 r王▲l   

●   専  

ロ  32  l  4  5  1．811  
2  2乃  
3  l  l  糾l  

4  l  6  5  

511 由   ヰ   2   2 2 23l   
6  7  2  2  2  昭和∽年3月末815件  
7  丁  12  12  昭和閏年12月末1，55丁件  

8  8  l  23  23  平成元年3月末2．朋丁件  
9  3  丁  7  15  15  平成元年12月末8．620件  
lo I ■   ¢   2  2  平虞2年3月未7．2柑件  
ロ  ■王  阻  ¢3  平成2年1Z月末：，．偵l件  
千葉  5l  2  
嘉京  3  24丁  l  

■■川  
¢1  l  

■ 遍   ¢   2   丁  7 7 800   
16  6  ヰ  l  平成5年3月末13．8ZZ件  
1丁  6  6  2  ¢  6  平成5年12月末1乳別路件  
18  l  l  6  2  平虞6年3月末】5．，35件  
19  8  5  l  3  3  平成8年12月末17．32之件  
zo f ！■   8   丁  平成丁年3月未17．828件  

21  838  l  2  2  l  平成7年ほ月末柑．008件  

22  2  1丁  平成8年3月未柑．5偵件  
23  3l  乎虞8嘩12月末20．812件  
24  釦2  ¢  8   10  10  平成○年3月末21．324件  
25   t   38l   3   5  5 5 平成10年3月末Z3．1ほ件  
26  ‖  平成11年3月末24．7TO件  
27   69   4  丁   平成12年3月末26．045件  
兵書  3  3  1¢  15  1．502  
♯良  用  2  

2  

和土山   4   2  3  3 3 313   
31  5  2  ヰ  4  平成16年3月末訂＝料昭  
32  3  3  3  3  2  2  平虞17年3月末33．防7件  
33  8拍  1l  2  2  2  平成18年3月末34．60Z件  
84  2  10  5  5  平成19年3月栗∵M．附3件  
35   口   5  6 5 5 1 丁  丁   平成20年3月末丑533件  
36  5¢2  3  3  7  丁  平成21年3月末汎878件  
37  6  2  ヰ  l  

88  1丁  
2  2  丁23  

39  2  l  l  3  3  

ro R 
260  

■   8  柑   5 2 ●一人匿■丘■法人（幕1）  

41  386  5  10  8  丁  ■には、昭和61年9月以抑こ  
42   丁65   l  3  5  毅立されたE士法人で、■董  
霊木  2  5  5  丁  丁  
大分  6  3   3 1 

ヰ25  

★ l■   3  9 8 丁  1 5 5 5 425   
46  2  982  8  4   3  2  

47   ▲   
舶2  

442   l   l   2  2   l   ヰ   
廿  45．3弼  396  15．∝帝  43．餌  1．丁¢6  222  884  182  58  糾  ¢丁  ¢  引  36  7  20  783  24  丁59  731  28  3丁．8丁8  30．応1  7．22丁   
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33．社会医療法人の認定状況について  
平成22年1月1日現在  

医療法人 誠光会   
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社会医療法人 愛亡会   

社会医膚法人 協和麿   大阪府大阪市北区  

社会医療法人 生長会   大阪府和泉市肥子町  
一丁目10書17号   
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社会医療法人財周 石心会   
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34．都道府県別病院機能評価認定状況一覧  

平成22年1月15日  

都道府県名  全病院数a  申請病院数b  手套終了数c  随定数d  申請率（b／a）  認定率（d／b）  掟定率（d／¢）   

北海道   588   147   144   137   25．00％   93．20％   95．14％   

青森県   104   22   21   19   21．15％   86．36％   90．48％   

岩手県   96   30   29   28   31．25％   93．33％   96．55％   

宮城県   147   34   34   30   23．13％   88．24％   88．24％   

秋田県   77   18   17   14   23．38％   7了．78％   82．35％   

山形県   70   25   24   22   35．71％   88．00％   91．67％  

福島県   141   45   45   36   31．91％   80．00％   80．00％   

茨城県   柑9   39   38   35   20．63％   89．74％   92．11％  

栃木県   111   30   29   25   27．03％   83．33％   86．21％   

群馬県   138   50   49   45   36．23％   90．00％   91．84％   

埼玉県   354   114   113   103   32．20％   90．35％   91．15％   

千葉県   283   72   70   56   25．44％   77．78％   80．00％   

東京都   648   229   224   185   35．34％   80．79％   82．59％   

神奈川県   346   117   117   104   33．82％   88．89％   88．89％   

新潟県   132   53   52   44   40．15％   83．02％   84．62％   

富山県   110   27   26   24   24．55％   88．89％   92．31％   

石川県   102   40   40   36   39．22％   90．00％   90．00％   

福井県   76   24   24   22   31．58％   91．67％   91．67％  

山梨県   60   18   17   15   30．00％   83．33％   88．24％   

長野県   134   52   50   49   38．81％   94．23％   98．00％   

岐阜県   104   40   38   32   38．46％   80．00％   84．21％   

静岡県   185   64   62   57   34．59％   89．06％   91．94％   

愛知県   332   115   113   108   34．64％   93．91％   95．58％   

三重県   106   41   40   38   38．68％   92．68％   95．00％   

滋賀県   60   29   28   26   48．33％   89．66％   92．86％   

京都府   176   65   64   60   36．93％   92．31％   93．75％   

大阪府   540   185   178   166   34．26％   89．73％   93．26％   

兵庫県   351   152   152   127   43．30％   83．55％   83．55％   

奈良県   75   24   24   24   32．00％  100．00％  100．00％   

和歌山県   92   20   20   18   21．74％   90．00％   90．00％   

鳥取県   45   17   17   15   37．78％   88．24％   88．24％   

島根県   55   22   22   21   40．00％   95．45％   95．45％   

岡山県   176   71   71   66   40．34％   92．96％   92．96％   

広島県   254   96   93   88   37．80％   91．67％   94．62％   

山口県   148   50   46   40   33．78％   80．00％   86．96％   

徳島県   119   41   39   38   34．45％   92．68％   97．44％   

香川県   95   31   31   28   32．63％   90．32％   90．32％   

愛媛県   144   45   44   42   31．25％   93．33％   95．45％   

高知県   138   42   41   38   30．43％   90．48％   92．68％   

福岡県   468   182   178   160   38．89％   87．91％   89．89％   

佐賀県   110   37   37   32   33．64％   86．49％   86．49％   

長崎県   164   48   47   42   29．27％   87．50％   89．36％   

熊本県   218   78   78   74   35．78％   94．87％   94．87％   

大分県   163   51   49   48   31．29％   94．12％   97．96％   

宮崎県   143   38   38   35   26．57％   92．11％   92．11％   

鹿児島県   272   95   91   88   34．93％   92．63％   96．70％   

沖縄県   94   43   41   35   45．74％   81．40％   85．37％   

合 計   8，733   2，908   2，845   2．575   33．30％   88．55％   90．51％   
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※各都道府県の全病院数は、「医療施設動態調査（平成21年10月末概数）」より  

※「認定率（d／b）」は対申請数、「認定率（d／G）」は対審査終了放とした。  

※更新申請数は含めていない。  
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35．開設者別病院機能評価認定証発行病院数  

開設主体  全国病院数  認定病院数   認定率   

厚生労働省   22   8   36．4％  

独立行政法人国立病院機構   145   48   33．1％  

国                    国立大学法人   48   39   81．3％  

独立行政法人労働者健康福祉機構   34   30   88．2％  

その他の国立   26   1   3．8％   

都道府県   257   152   59．1％  

市町村   714   273   38．2％  

公  
地方独立行政法人   32   14   43．8％  

日 赤   92   71   77．2％  

的                                       済生会   81   51   63．0％  

厚生連   114   59   51．8％  

その他の公的医療機関   7   1   14．3％   

全社連   52   40   76．9％  

社  14   4   28．6％  

保  45   30   66，7％  

その他の社保関係団体   100．0％   

公益法人  390   164   42．1％   

医療法人  5，724   1，374   24．0％   

学校法人  107   51   47．7％   

会 社  67   39   58．2％   

その他の法人  307   92   30．0％   

個 人  444   23   5．2％   

合 計  8，733   2，575   29．5％   

※全国病院数は「医療施設動態調査結果（平成21年10月末概数）」より  

※認定病院数は、平成22年1月15日現在  
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36．医療監視員数  

1年4月1日現在）   （平成2   

県 職 長  政令市職員及び特別区職且  計  

県 名  保健所   本庁   保健所   本庁   保健  所  

書  書  書  書  書  書  書  書   書   

北海道   4  159  163  49  16  49  16  4  208  18  212  1＄   

書轟 県  10  50  60  5  5  10  55  65  

岩手 県  22  118  140  24  24  22  142  164  

宮城県   6  247  253  15  8  15  3  6  262  3  268  3   

秋 田 県   9  151  160  24  24  9  175  184  

山 形 県   6  58  64  6  58  6ヰ  

福 島 県  皿  69  16  80  16  37  12  37  12  106  28  117  28   

茨城県   9  235  244  9  235  244  

栃木県  16  127  28  28  16  139  155  

群 馬 県   3  3  57  ¢0  3  3  3  57  80  3   

埼玉県   6  2t；6  272  60  60  6  326  332  

千集県  19  ヰ2¢  4ヰ5  7  147  2  156  26  573  2  801  

東京都  27  10  99  20  126  30  874  57  374  5丁  27  10  473  77  500  87   

神奈川県  20  11丁  137  42  236  32  278  32  62  353  32  415  32   

新潟県   8  38  4丘  35  16  51  8  丁3  18  97  

吉山 県  皿  113  12ヰ  64  64  177  188  

石川 県  18  92  110  39  3  39  3  18  131  3  149  3   

福井県  13  86  99  13  8＄  99  

山 梨 県   8  55  ¢3  8  55  63  

長野県  10  227  237  31  31  10  258  288  

岐阜県   6  156  162  15  15  6  171  177  

静岡 県   7  13¢  1ヰ3  96  96  7  232  239  

愛知 県  16  398  414  15  2  90  12  105  14  31  2  ヰ88  12  519  14   

主王県   4  77  10  81  10  18  1¢  ●  93  10  97  10   

溢暮 県  16  150  166  16  150  166  

京都府  13  227  240  1ヰ  232  248  2丁  459  186  

大阪府  皿  2丁4  27  285  27  123  23  2ヰ  158  23  22  397  50  2ヰ  443  50   

兵庫県   7  2Tl  49  278  ヰ9  210  2  210  2  丁  481  51  ■88  51   

奈良県   7  102  109  ヰ3  43  7  1ヰ5  152  

和歌山県  皿  149  160  31  31  180  191  

鳥取県   4  23  27  4  23  27  

島根県  131  3  131  3  131  3  131  3   

岡 山 県  10  130  140  27  27  10  157  167  

広島一県   6  191  197  3  66  7  ＄9  7  9  257  7  266  7   

山 口 県   87  88  8  30  3  ヰ1  9  117  3  129  

徳島県  21  9ヰ  115  21  94  115  

香川 県  14  70  84  10  10  14  80  9ヰ  

愛嬢県  124  124  19  19  143  1ヰ3  

高知 県  16  67  83  13  13  16  80  96  

福岡 県   7  202  209  14  166  4  180  4  21  368  4  389  4   

佐文県   7  125  132  7  125  132  

長崎県  14  67  81  8．1  5  8  89  5  1ヰ  1ヰ8  6  8  170  6   

熊本 県   7  160  167  13  13  13  13  7  173  13  180  13   

大分県   5  171  176  32  32  5  203  208  

宮■県   5  185  190  46  48  5  231  236  

虎児■県   6  1丁9  185  12  4  10  22  4  6  191  ヰ  10  207  4   

沖♯県   4  92  4  92  98  

合 計  ヰ61  13  ¢．812  126  7．2丁3  139  114  2  乙539  194  ¢3  2．716  196  575  15  9．351  320  63  9，989  335   

（注）「書」は、書任の医療監視員の再掲である。   

「その他」は、保儀センター、衛生試験所、環境センター等である。  
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37．平成20年度立入検査結果（概要）  

（1） 目 的  
医療法（昭和23年法律第205号）第25条第1項の規定に基づく立入   
検査により、病院が医療法及び関連法令により規定された人員及び構造設備   

を有し、かつ、適正な管理を行っているか否かについて検査することにより、   

病院を良質、かつ、適切な医療を行う場にふさわしいものとすることを目的   

とする。  

（2） 実施状況  
対象病院（8，782病院）について、都道府県等において概ね年1回実施   
している。（実施率：94．4％）  

（3） 立入検査結果（全体）  

（％）  

大 項 目   小  項  目   今年度遵守率  前年度遵守率   

医療従事者数  医 師 数  88．3  86．9  

JJ  看護師数  98．9  98．8  

J／  薬剤師数  93．7  92．8  

管 理  病室の定員遵守  98．0  97．8  

／J  職員の健康管理  88．8  87．1  

／／  点検実施  90．4  84．6  

帳票■記録  診療の諸記録整理保管  94．3  93．1  

業 務 委 託   感染性廃棄物処理   96．7  95．7  

防火・防災体制   防災危害防止対策   97．6  97．9  

放射線管理   従事者被ばく防止措置   99．1  99．0  
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（4） 立入検査結果（精神病院）  

大 項 目   小・ 項  目   今年度遵守率  前年度遵守率   

医療従事者数  医 師 数  93．2  92．3  

／／  看護師数  96．9  96．5  

／／  薬剤師数  90．5  88．4  

管 理  病室の定員遵守  98．3  98．0  

JJ  職員の健康管理  91．3  89．6  

／J  、点検実施  90．2  82．6  

帳票・記録  診療の詩記録整理保管  94．4  94．7  

業 務 委 託   感染性廃棄物処理   97．1  96．0  

防 災 体 制   防災危害防止対策   98．8  99．2  

放射線管理   従事者被ばく防止措置   99．4  99．2  
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（5）医療従事者の標準数遵守率の推移（全体）  

（年度、％）  

職 種  平成9年  平成10年  平成11年  平成12年  平成13年  平成14年   
医 師   58．4   64．0   69．0   71．3   72．6   75．0   

看護師   96．4   97．9   98．1   98．7   98．0   98．3  
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職 種  平成15年  平成16年  平成17年  平成18年  平成19年  平成20年   
医 師   81．3   83．5   83．8   85．0   86．9   88．3   

看護師   98．8   99．1   99．3   98．5   98．8   98．9  

※なお、報告データを精査しているため、平成20年度の遵守率については変   
動の可能性有り。  
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38．アスベスト使用実態調査  
平成21年 3 月30日   

厚生労働省医政局  

病院における吹付けアスベスト（石綿）等使用  

実態調査に係るフォローアップ調査について   

Ⅰ．趣 旨  
標記使用実態調査について、平成20年9月11日の公表以後の進捗状  
況について取りまとめたもの。   

Ⅱ．報告の結果  
1．調査回答病院数   
《9月公表》 6，328病院   → 《今回》 7，135病院   

2．調査回答病院数の状況  
《 9月公表》  《今回》  

6，328病院（100．0％）7，135病院（100．0％）  調査回答病院数  

のうち、  

① 吹付けアスベスト（石綿）等がある  1，335病院（21．1％）1，468病院（20．6％）   

場所を有する病院  

② ①のうち、除去等の措置済み状態に  660病院（10．4％） 735病院（10．3％）   

ある場所を有する病院  

③ ①のうち、石綿等の粉じんの飛散により、   

ぱく露のおそれのない場所を有する病院  566病院（8．9％） 658病院（9．2％）  

④（丑のうち、石綿等の粉じんの飛散により、   

ばく露のおそれのある場所を有する病院 109病院（1．7％） 75病院（1．1％）  

⑤ ④のうち、日常利用する場所   

を有する病院  

うち 措置予定  

未  定  

⑥ ④のうち、日常利用する場所   

以外の場所を有する病院  

うち 措置予定  

未  定   

3．分析調査中の病院数   
《9月公表》 1，071病院 →  

7病院（0．1％）   

7病院   

0病院  

68病院（1．0％）  

56病院  

12病院  

33病院（0．5％）  

28病院   

5病院  

76病院（1．2％）  

49病院  

27病院  

《今回》 418病院  

※ 吹付けアスベスト（石綿）等の粉じんの飛散により、ぱく露のおそれのある場所を  

有する病院については、速やかに除去等法令に基づき適切な措置を講じるよう指導す  

るとと もに、措置を講じるまでの間は、立入禁止、管理上立入る際には防塵マスクの  

着用義務化等ばく露を回避するための措置の徹底を指導しました。  

さらに、分析調査中の病院については、早期に調査が終了するよう引き続き指導し   

ています。  
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病院における吹付けアスベスト（石綿）等使用実態調査に係るフォローアップ調査  

0 20年9月公表  

記（（D）のうち、檜t済状愴ではないも  

吹付けアスベスト  
（石綿）専がある♯   

全病院数  調査対象 病院数  回答病院数  
（①）   病院数 （②）   

サ析を有する■険  
数（③）   敵（④）   

8，754   
6，328   4，993   1，335   566   109  1，071  

病 院  7．564        660           （1000％）  （789％）  （21．1％）  （10．4％）  （8．9％）  （1．7％）  
く100．0％〉  く83．7％〉  く66．0％〉  く17．6％〉  く8．7％〉  く7．5％〉  く1．4％〉  く14．2％〉   

○ 今回（21年3月公表）  

た（①）のうち、檜t済状土ではないも  

吹付けアスベスト  
（石綿）専がある場   

全病院数  調査対象 病院数  回答病院数  
（①）   

のれ散により、ばく 暮のおそれがない  
（②）   

触（（診）   敷く④〉   

8，754   
7，135   5，667   1，468   735   75   418  

病 院  7，553          658         （1000％）  （794％）  （206％）  （10．3％）  （9．2％）  （1．1％）  
く100．0％〉  く94．5％〉  く75．0％〉  く19．4％〉  く9．7％〉  く8．7％〉  く1．0％〉  く5．5％〉   

【注記事項】  

※1．各都道府県からの報告について集計したもの。   

※2．「全病院領」とは、各都道府県が把握している病院並びに国立高度専門医療センター、国立ハンセン病療養所及び国立病院機構の病院の  
合計をいい、国立大学法人の病院は含まない数をいう。  

※3．「調査対象病院数」とは、各都道府県が把握している、平成8年度以前に竣エ（改♯エ事を含む。）した病院数をいう。   

※4．「回答病院数」とは、「調査対象病院数Jのうち、吹付けアスベスト（石綿）等が使用されている有無について報告のあった病院数をいう。（分析  
調査中と回答があったものを除く。）  

※5．①欄には、吹付けアスベスト（石綿）等が使用されている場所を有する病院数を記入。   

※6．②欄には、（むに示すもののうち、「除去J、「封じ込め状態」又は「囲い込み状態」等の措置を行った状態（以下「措置済状態」という。）にある  
場所を有する病院数を記入。  

※7．③欄には、①に示すもののうち、「措置済状態」ではないが、吹付けアスベスト（石綿）等の損傷、劣化等による石綿等の粉じんの飛散によ  
り、ばく露のおそれがない場所を有する病院数を記入。  

※8．④欄には、①に示すもののうち、「措置済状態」ではなく、吹付けアスベスト（石綿）等の損傷、劣化等による粉じんの飛散により、ぱく露のお  
それがある場所を有する病院数を記入。（立入禁止等のばく露を回避するための措置を実施している場合を含む。）  

※9，ばく露のおそれがある病院として挙げられるものの中には、患者が利用しない場所も含まれている。   

※10．（ ％）は回答病院数に対する率、く  ％〉は調査対象病院数に対する率を計上。  
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病院における吹付けアスベスト（石綿）専任用実態調査に係るフォローアップ調査（平成21年3月公表）  
【都道府県別】  

吹付けア  友紀（①〉のうち、柑置済状態ではないもの  
スベスト  
（石綿）専  

都道府県別  全病院数  tl壬対tホ陳  数  回答病院数  
がある場 所を著し ない■院   分析椚董中  

（①）   

の病院数  

⑤日常利用する場所  電）その他の場所  

④  
病挨数  痍l亮数  病院数  病院数   病院数                 病院数  措t予定  未定  病院数  拷1予定  未定   

北海道   591   501   472  388  84  42  42   0   0   0   0   0   0   0   29   

青森県   100   87   85  56  29  14  15   0   0   0   0   0   0   0   2   

岩手県   94   83   75  63  12   2  10   0   0   0   0   0   0   0   8   

宮城県   140   105   101  72  29  15  12   2   0   0   0   2   2   0   4   

秋田県   76   72   72  48  24  18   2   4   0   0   0   4   3   0   

山形県   67   49   43  32  5   5   0   0   0   0   6   

福島県   142   133   116  80  36  21  4   0   0   0   4   4   0   17   

茨城偏   188   164   156  121  35  17  15   3   0   0   0   3   3   0   8   

栃木県   95   91  79  12   ＄   0   0   0   0   0   0   0   4   

群展県   134   113   109  99  10   7   3   0   0   0   0   0   0   0   4   

埼玉県   357   305   293  227  66  41  19   6   0   5   4   12   

干葉県   272   234   219  179  40  17  20   3   0   0   0   3   3   0   15   

635   487   455  339  116  45  59  12   0   D   0  12   7   5   32   

神奈川県   340   283   258  208  50  22  23   5   0   4   4   0   25   

新潟県   132   100   93  80  13   6   7   0   0   0   0   0   0   0   7   

富山県   ‖0   82   79  67  12   4   8   0   0   0   0   0   0   0   3   

石川県   98   83   74  48  28  12  15   0   0   0   0   9   

福井県   75   56   53  40  13   4   9   0   0   0   0   0   0   0   3   

山梨県   58   44   41  34   7   3   4   0   0   0   0   0   0   0   3   

長野県   131   115   98  67  31  16  12   3   0   0   0   3   3   0   17   

岐阜県   101   93   89  70  19  5   3   0   0   0   3   2   4   

静岡県   178   142   136  104  32  21  0   0   0   0   0   0   0   6   

愛知県   328   266   252  185  67  33  31   3   0   2   1   14   

三重県   104   91   85  65  20   8   8   4   0   3   3   0   6   

滋賀県   57   57   56  47   9   3   4   2   0   0   0   2   2   0   

170   148   134  9¢  38  12  26   0   0   0   0   0   0   0   14   

大阪府   536   484   448  348  100  44  52   4   0   0   0   4   2   2   36   

兵庫県   347   341   316  260  56  20  35   0   0   0   0   25   

奈良県   74   63   59  ヰ7  12   5   6   0   ○   0   0   4   

和歌山県   90   76   76  糾  12  10   2   0   0   0   0   0   0   0   0   

鳥取県   ヰ2   29   25  20   5   2   3   0   0   0   0   0   0   0   4   

島根県   55   43   43  37   6   3   2   0   0   0   2   2   0   0   

岡山県   173   164   153  120  33  21   9   3   0   0   0   3   3   0   

広島県   248   213   200  164  36  14  21   0   0   0   0   13   

山口県   145   132   132  112  20   5  15   0   0   D   0   0   0   0   0   

徳島県   117   100   88  75  13   5   8   0   D   0   0   0   0   0   12   

香川県   92   82   79  70   9   6   3   0   D   0   0   0   0   0   3   

愛媛県   143   137   131  110  21    10   0   0   D   0   0   0   0   6   

高知県   138   113   113  100  13   3  10   0   0   0   0   0   0   0   0   

福岡県   462   407   386  327  59  32  27   0   0   0   0   0   0   0   21   

佐賀県   105   82   81  67  1ヰ   6   7   D   0   0   0   

長崎県   161   161   158  129  29  12  16   0   0   0   0   3   

熊本県   212   192   185  160  25  19   6   0   0   0   0   0   0   0   7   

大分県   160   142   137  114  23    12   0   0   0   0   0   0   0   5   

宮崎県   141   113   98  13   5   7   0   0   0   0   2   

鹿児島県   269   252   240  222  18   8  12   0   0   0   0   0   0   0   12   

沖縄県   89   73   73  55  18   9   8   0   0   0   0   0   

小 計   8588   7387  6969  5591  1378  652  654  72   4   4   0  68  56  12  418   

国立ホ度■M匹■センター   8   8   8   6   2   2   0   0   0   0   0   0   0   0   0   

区立ハンセン■●賽所   13   13   13  10   3   2   0   0   0   0   0   0   0   0   

独立行政法人℡立■快書構   145   145   lヰ5  60  85  79   3   3   3   3   0   0   0   0   0   

小 計   166   166   166  7＄  90  83   4   3   3   3   0   0   0   0   0   

合 計   8754   7553  7135  5667  1468  735  658  75   7   0  68  56  ほ  ヰ18   
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病院における吹付けアスベスト（石綿）等使用実態調査に係るフォローアップ調査（平成21年3月公表）  

【開設者別】  

吹付けア  左記（①）のうち、槽t済状態ではないもの  
スベスト  
（石綿）専  

がある場   

開披音別  全角院数  ¶査対象■ 院数  回答ホ院  
を書するホ院（④）  分析tl査中  

l （（》）  1」； 
の■l亮敷  

⑥日常利用する場所  ⑥その他の場所  
④  

■険数  ■院数  」＝‾■r  痍院数   ■院数                 ⊥∴・亡 ．  拷t予定  未定  ■院敷  措t予定  未定   

厚生労働省   22   22   22  16   6   4   2   0   0   0   0   0   0   0   0   

法務省   6   5   4   2   2   2   0   0   0   0   0   0   0   0   

宮内庁   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   

防衛省   17   16   14  10   4   ユ   0   0   0   0   0   0   0   2   

独立行政法人   194   188   186  92  84  83   8   3   3   3   0   0   0   0   2   

都道府県   267   227   202  150  52  26  23   3   0   0   0   3   2   25   

市町村   732   625   568  420  lヰ8  83  51  14   2   2   0  12   7   5   57   

日赤   93   84   82  61  21   9  12   0   0   0   0   0   0   0   2   

済生会   79   67   64  57   7   2   3   2   0   0   0   2   3   

J壬生連   118   94   90  54  36  21  12   3   0   0   0   3   3   0   4   

北社協   6   3   3   2   0   2   0   0   0   0   0   0   0   0   

全社連   48   39   38  28  10  tO   0   0   0   0   0   0   0   0   

厚生団   6   5   5   3   2   2   0   0   0   0   0   0   0   0   0   

船員保険会   3   2   0   0   0   0   0   0   0   0   0   

海員絃済会   6   4   3   2   0   0   0   0   0   0   0   

国共遵   34   30   29  14  15   7   7   0   0   0   0   

地共連   10   8   8   5   3   0   2   0   0   0   0   0   

私学事業団   6   4   4   2   2   0   0   0   0   0   0   0   0   

健保連   15   13   12   7   5   ヰ   0   0   0   0   0   0   0   

匡l保連   4   4   4   4   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   

公益法人   397   341   313  237  76  43  25   8   0   0   0   8   8   0   28   

医療法人   5725  4930  4893  3897  796  3ヰ9  416  31   2   2   0  29  25   4   237   

社会福祉法人   195   158   150  116  34  18  15   0   0   0   0   8   

その他の法人   128   tO6   89  52  37  t8  16   3   0   0   0   3   3   0   17   

生協組合   86   68   64  42  22  t2   9   0   0   0   0   4   

会社   60   53   51  36  15   6   8   0   0   0   0   0   0   0   2   

個人   496   456   435  359  丁6  33  39   4   0   0   0   ヰ   3   21   

合 計   8754  7553  7135  5887  1468  735  858  75   7   7   0  68  58  12   418   

」
－
ト
－
－
↑
 
 

■  

・
－
ド
L
・
イ
1
 

▲
r
～
仁
∴
「
頚
墟
P
・
・
⊥
一
「
 
 

●
†
・
・
．
1
・
－
ロ
1
一
－
・
▲
r
 
 

」
F
「
d
 
 
 

ー
－
 1
1
1
 
，
 
 
 

－319－  



39．補助事業等の適正な執行について  

補助事業等の執行に当たっては、大部分の補助事業者、間接補助事業者等に  

おいては、関係法令、実施要綱、交付要綱、交付決定の際に付された条件等に  

従って執行していただいているものと考えているが、例年、会計検査院等から、  

不適切な補助金の使用などについて指摘を受けているところである。   

これまでも、会計検査院等からの指摘があったその都度、不適切な事例や補  

助金の適正な執行について、周知を図ってきたところであるが、改めて、会計  

検査院及び総務省から指摘のあった主な事例及び留意事項について以下に挙げ  

た。   

各都道府県においては、これらの点に留意し、補助金の審査体制を整えると  

ともに、過去の補助金の総点検や補助事業者等への現地調査を行うなど、補助  

事業等の適正な執行に努められたい。   

また、この旨については、補助事業者、間接補助事業者等に対し、必ず周知  

されるようお願いする。   

おって、本年度中にも都道府県における補助事業等の執行状況について、現  

地調査を実施する予定なので、ご了知願いたい。   

（1）都道府県等における留意事項  

○交付申請時における十分な審査  

（適正な対象経費の計上、適正な費用算定方法、事業の利用見込又は過去  

の実績等を踏まえた実効性 等）   

○実績報告時における審査  

（事業実施状況の確認、交付申請時に審査した事項の再確認 等）   

○定期的な監査等による点検  

（補助事業者等における書類等の整備、事業目的にあった効率的な活用状  

況 等）   

○補助事業者等に対する指導  

（補助事業者等として遵守すべき事項の周知 等）   

（2）過去に指摘のあった主な事例  

○救急医療情報センター運営事業   

・情報システムや専用端末の利用が低調   

・兼務者の人件費を按分せずに全額補助対象経費として計上   

○小児救急医療支援事業  

・診療日数の算定方法に誤り   

○第二次救急医療施設勤務医師研修事業   

・補助対象外の経費を神助対象経費として計上   

・県が実施主体であるにもかかわらず県職員に謝金を支払  
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・委託先の講師謝金単価が県よりも高額  

○救急救命士養成所初度設備整備事業  

・臨床実習用の救急車を購入しているが、その利用状況が低調  

○救命救急センター運営事業  

・ドクターカーの運転手の確保に係る経費の算定が不適切  

・補助対象経費の算出が過大（減価償却費の計上に当たり国庫補助を受け  

た財産に係る分を計上、給与費から控除すべき手当を捷除しない等）  

・選定額の算出方法に誤り（基準額と差引事業費の多い方を選定）  

・補助対象経費の積算が過大（借入利息を計上等）  

・収入額に手術料、麻酔科等の診療収入を計上してい’ない  

○小児救急地域医師研修事業  

・補助対象経費の支出を裏付ける証拠書類が残されていなかった  

○休日夜間急患センター設備整備事業  

・管理台帳を作成していない  

○医療施設近代化施設整備事業  

・事業の一部（電子カルテ等の整備）が未実施  
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